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１－１ 調査目的 

福島県内の原子力災害による避難住民の早期帰還・定住に向けた環境整備等のための基礎情報収集を

目的に住民意向調査を実施 

 

１－２ 調査主体 

復興庁、福島県、各市町村 

 

１－３ 実施市町村 

双葉町、富岡町、葛尾村、浪江町、大熊町、南相馬市の６市町村 

 

１－４ 調査方法 

郵送法（郵送配布・郵送回収） 

 

１－５ 調査対象 

各世帯の代表者 

 

１－６ 主な調査項目 

帰還に関する意向、帰還の判断に必要な条件など 

 

１－７ 調査実施状況 

調査対象となった各市町村の調査実施状況は以下のとおり。 

 対象町 対象地域 
記名・ 

無記名 

対象 

世帯数 

回答 

世帯数 

有効 

回収率 
調査実施期間 

１ 双葉町 全域 記名 3,126 1,494 
47.8％ 

（49.2％） 
令和３年 8 月23 日～ 9 月  6 日 

２ 富岡町 全域 無記名 6,248 2,989 
47.8％ 

（48.2％） 
令和3 年 8 月 30 日～ 9 月 13 日 

3 葛尾村 全域 記名 491 300 
61.1％ 

（57.3％） 
令和3 年 9 月  6 日～ 9 月 21 日 

4 浪江町 全域 無記名 7,395 3,669 
49.6％ 

（58.6％） 
令和3 年10 月12 日～10 月 26 日 

5 大熊町 全域 記名 5,135 2,185 
42.6％ 

（49.2％） 
令和3 年11 月  1 日～11 月 15 日 

6 南相馬市 
小高区 

原町区の一部 
記名 4,000 2,613 

65.3％ 

（60.7％） 
令和3 年11 月  1 日～11 月 15 日 

 ※双葉町・富岡町・浪江町・大熊町の（ ）内は令和２年度 
 ※葛尾村・南相馬市の（ ）内は令和元年度 
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１－８ 回答者の属性（年齢） 

双
葉
町 

 

富
岡
町 

 

葛
尾
村 

 

浪
江
町 

 

大
熊
町 

 

南
相
馬
市 

 

 

  

凡　例

n = 1,494

(%)

2.9

6.8 9.6 11.5 23.8 43.0 2.5

２９歳以下 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０歳以上 無回答

凡　例

n = 2,989

(%)

1.8

4.4 10.3 15.1 26.1 40.3 2.0

２９歳以下 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０歳以上 無回答

凡　例

n = 300

(%)

2.0

8.7 8.0 24.3 55.3 1.7

２９歳以下 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０歳以上 無回答

凡　例

n = 3,669

(%)

0.5 2.2

7.1 12.6 28.4 48.5 0.8

２９歳以下 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０歳以上 無回答

n = 2,185

(%)

2.6

5.8 12.0 15.4 26.2 36.2 1.7

２９歳以下 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０歳以上 無回答

凡　例

n = 2,613

(%)

0.8 2.0

6.4 12.7 30.6 45.1 2.5

２９歳以下 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０歳以上 無回答
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１－９ 報告書の見方 

・調査数（n ＝ Number of cases）とは、回答者総数あるいは分類別の回答者数のことである。 

・回答の構成比は百分率であらわし、小数点第２位を四捨五入して算出している。従って、回答比率の

合計が 100％にならない場合がある。 

・回答者が２つ以上の回答をすることができる多肢選択式の質問においては、全ての選択肢の比率を合

計すると 100％を超える。 

・図表および文章中で、選択肢の語句等を一部簡略化している場合がある。 

・本報告書は、各市町村で実施した類似の設問毎に整理しているが、同一項目として整理している設問

であっても、一部、設問内容や回答対象が異なっている場合がある。なお、本報告書の「Ⅱ 調査結

果の概要」、「Ⅲ 調査結果」は、各市町村の調査対象の中で、震災当時、各市町村に居住していた方

のみを集計対象にしている。 
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２－１ 帰還意向 

 

 
 

＜双葉町＞ 

 

 

 

＜富岡町＞ 

※平成２９年４月１日に避難指示の一部解除 

 
 

 

＜葛尾村＞ 

※平成２８年６月１２日に避難指示の一部解除 

 

 

  

令和３年度 n = 1,494

令和２年度 n = 1,486

戻りたい まだ判断がつかない 戻らない 無回答

11.3

10.8

24.8

24.6

60.5

62.1

3.3

2.6

(%)

令和３年度 n = 2,989

令和２年度 n = 3,108

戻っている 戻りたい

戻りたいが

戻れない

まだ判断が

つかない 戻らない 無回答

9.5

9.2

9.5

8.3

17.1

16.8

13.0

14.8

49.3

48.9

1.6

2.0

(%)

令和３年度 n = 300

令和元年度 n = 292

戻っている 戻りたい まだ判断がつかない 戻らない 無回答

34.3

28.4

14.0

19.5

20.7

18.2

27.7

31.8

3.3

2.1

(%)

○令和３年度の調査結果によると、双葉町、富岡町、浪江町、大熊町では「戻りたい」と回

答した方の割合がわずかに増加している。 
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＜浪江町＞ 

※平成２９年３月３１日に避難指示の一部解除 

 

 

 

＜大熊町＞ 

※平成３１年４月１０日に避難指示の一部解除 

 

 

 

＜南相馬市＞ 

※平成２８年７月１２日に避難指示の一部解除 

 

※震災発生当時、避難指示区域に指定された地域にお住まいの世帯が対象 

 

  

令和３年度 n = 3,669

令和２年度 n = 4,359

戻っている 戻りたい まだ判断がつかない 戻らない 無回答

9.6

8.1

11.4

10.8

24.9

25.3

52.4

54.5

1.7

1.4

(%)

令和３年度 n = 2,185

令和２年度 n = 2,526

戻っている 戻りたい まだ判断がつかない 戻らない 無回答

2.5

2.5

13.1

9.6

23.3

26.2

57.7

59.5

3.4

2.2

(%)

令和３年度 n = 2,502

令和元年度 n = 2,370

戻っている 戻りたい まだ判断がつかない 戻らない 無回答

65.3

63.2

4.4

5.8

8.7

9.0

11.9

13.4

9.8

8.5

(%)
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２－２ 帰還を決めた理由 

 

 

■大熊町は、「自宅周辺の除染・避難指示解除が実施される見込みがあること」「水道水等、生活用水の安

全性が確認されたこと」の２項目が同率で５位となっている 

 

 

 

＜（参考）前回調査結果＞ 

 

■富岡町は、「放射線量が低減されたこと」「役場機能が再開したこと」の２項目が同率であるが、グラフ

の表記上３～４位に分けて表示している 

 

  

※複数回答可

１位 ２位 ３位 ４位 ５位

富岡町

令和３年度

気持ちが安らぐこと 医療機関が開院したこと 水道水等、生活用水の

安全性が確認されたこと

放射線量が低減された

こと

役場機能が再開したこと

n=284 54.9％ 42.3％ 37.7％ 36.6％ 34.5％
葛尾村

令和３年度

葛尾村での生活は気持ち

が安らぐから

農地等の管理・耕作のため 放射線量が低減される

など、不安が少しずつ

払拭されてきたから

友人・知人等が村内に

多く居住しているから

勤務先が近いから

n=103 76.7％ 52.4％ 27.2％ 18.4％ 12.6％
浪江町

令和３年度

浪江での生活は気持ちが
安らぐから

放射線量が低減される
など、不安が少しずつ

払拭されてきたから

勤務先が近いから 見守り隊のパトロール
などにより安心して生活

できると判断したから

公営住宅・居住環境が
整備されたから

n=353 66.9％ 25.5％ 17.6％ 13.9％ 11.6％
大熊町

令和３年度

気持ちが安らぐこと 役場機能が再開したこと 自宅や公営住宅等が

整備されたこと

放射線量が低減された

こと

自宅周辺の除染・避難指示

解除が実施される見込みが

あること、等
n=55 40.0％ 38.2％ 23.6％ 20.0％ 14.5％

※複数回答可

１位 ２位 ３位 ４位 ５位

富岡町

令和２年度

気持ちが安らぐこと 水道水等、生活用水の

安全性が確認されたこと

放射線量が低減された

こと

役場機能が再開したこと 商業施設が再開したこと

n=286 52.4％ 38.8％ 35.0％ 35.0％ 32.2％
浪江町

令和２年度

浪江での生活は気持ちが

安らぐから

放射線量が低減される

など、不安が少しずつ

払拭されてきたから

勤務先が近いから 見守り隊のパトロールなど

により安心して生活できると

判断したから

公営住宅・居住環境が

整備されたから

n=352 68.8％ 27.8％ 16.5％ 13.6％ 11.1％

大熊町

令和２年度

役場機能が再開したこと 気持ちが安らぐこと 自宅や公営住宅等が
整備されたこと

放射線量が低減された
こと

水道水等、生活用水の
安全性が確認されたこと

n=62 43.5％ 37.1％ 32.3％ 25.8％ 22.6％

○帰還意向において「戻っている」と回答した方が帰還を決めた理由として、「気持ちが安らぐ

こと」などが上位にあげられている。 
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２－３ 帰還を判断するために必要な条件 

 

 

■浪江町は、「放射線量の低下の目途、除染成果の状況」「原子力発電所に関する情報（事故収束や廃炉の状

況）」の２項目が同率であるが、グラフの表記上４～５位に分けて表示している 

 

 

 

＜（参考）前回調査結果＞ 

 
■葛尾村は、「どの程度の住民が戻るかの状況」「働く場の確保の見通し」の２項目が同率であるが、グラ

フの表記上４～５位に分けて表示している 

■南相馬市は、「鉄道等公共交通機関の状況」「放射線量の低下の見通し、除染成果の状況」「どの程度の住

民が戻るかの状況」の３項目が同率で５位となっている 

 

  

※複数回答可

１位 ２位 ３位 ４位 ５位

双葉町

令和３年度

医療・介護福祉施設の

再開や新設

商業施設の再開や新設 上下水道等ライフラインの

整備状況に関する情報

双葉町の今後の姿 ＪＲ双葉駅西側に整備する

新たな公営住宅に関する

情報
n=371 48.2％ 28.8％ 25.6％ 15.9％ 14.6％

富岡町

令和３年度

医療機関（診療科）の拡充 商業施設の充実 介護・福祉施設の充実 どの程度の住民が

戻るかの状況

原子力発電所の安全性に

関する情報（事故収束や

廃炉の状況）
n=389 54.0％ 45.5％ 33.2％ 32.4％ 26.2％

葛尾村

令和３年度

医療機関（診療科）の拡充 介護・福祉施設の充実 商業施設の充実 公共交通機関の充実 どの程度の住民が

戻るかの状況

n=62 45.2％ 29.0％ 24.2％ 22.6％ 21.0％

浪江町

令和３年度

医療・介護の復旧時期の

目途

どの程度の住民が

戻るかの状況

商業やサービス業などの

施設の復旧時期の目途

放射線量の低下の目途、

除染成果の状況

原子力発電所に関する

情報（事故収束や廃炉の

状況）
n=914 55.1％ 35.7％ 34.7％ 26.4％ 26.4％

大熊町

令和３年度

病院、道路、公共交通など

の社会基盤（インフラ）の

復旧時期の目途

どの程度の住民が

戻るかの状況

住宅確保への支援に

関する情報

放射線量の低下の目途、

除染成果の状況

帰還困難区域の避難指示

解除となる時期の目安に

関する情報
n=509 67.0％ 42.4％ 41.8％ 39.9％ 39.1％

南相馬市

令和３年度

医療機関（診療科）の状況 介護・福祉施設の状況 商業施設の状況 原子力発電所の安全性に

関する情報

（廃炉作業の状況）

公共交通機関の状況

n=217 53.5％ 38.7％ 35.9％ 31.8％ 24.4％

※複数回答可

１位 ２位 ３位 ４位 ５位

双葉町

令和２年度

医療・介護福祉施設の

再開や新設

商業施設の再開や新設 住宅の修繕や建て替え、

住宅確保の支援

上下水道等ライフラインの

整備状況に関する情報

被ばく線量対策

（除染含む）

n=365 41.9％ 29.3％ 28.8％ 20.3％ 15.9％

富岡町

令和２年度

医療機関（診療科）の拡充 商業施設の充実 介護・福祉施設の充実 どの程度の住民が

戻るかの状況

防犯・防火対策の強化

n=459 60.6％ 44.9％ 37.7％ 31.8％ 26.8％

葛尾村

令和元年度

医療機関（診療科）の拡充 有害鳥獣対策の強化 介護・福祉施設の充実 どの程度の住民が

戻るかの状況

働く場の確保の見通し

n=53 47.2％ 32.1％ 28.3％ 20.8％ 20.8％

浪江町

令和２年度

医療・介護の復旧時期の

目途

どの程度の住民が

戻るかの状況

商業やサービス業などの

施設の復旧時期の目途

原子力発電所の安全性に

関する情報（事故収束や

廃炉の状況）

放射線量の低下の目途、

除染成果の状況

n=1,103 56.8％ 37.9％ 35.5％ 28.0％ 26.6％
大熊町

令和２年度

病院、道路、公共交通など

の社会基盤（インフラ）の

復旧時期の目途

帰還困難区域の避難指示

解除となる時期の目安に

関する情報

放射線量の低下の目途、

除染成果の状況

どの程度の住民が

戻るかの状況

住宅確保への支援に

関する情報

n=661 72.9％ 43.1％ 41.6％ 40.2％ 37.8％

南相馬市

令和元年度

医療機関（診療科）の状況 介護・福祉施設の状況 商業施設の状況 原子力発電所の安全性に

関する情報（事故収束や

廃炉の状況）

鉄道等公共交通機関の

状況、等

n=214 63.6％ 43.5％ 40.2％ 36.0％ 29.0％

○帰還意向において「まだ判断がつかない」と回答した方が、帰還を判断するために必要な条

件として、「医療機関の拡充等」「商業施設の充実」「住民の帰還状況」などが上位にあげられ

ている。 
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２－４ 帰還しないと決めている理由 

 
 

 

 

 

 

＜（参考）前回調査結果＞ 

 

 

 

 

※複数回答可

１位 ２位 ３位 ４位 ５位

双葉町

令和３年度

避難先で自宅を購入

または建築し、将来も継続

的に居住する予定だから

医療環境に不安が

あるから

避難先の方が、

生活利便性が高いから

生活に必要な商店などが

元に戻りそうにないから

水道水などの生活用水の

安全性に不安があるから

n=904 56.6％ 45.7％ 39.5％ 34.1％ 31.0％

富岡町

令和３年度

すでに生活基盤が

できているから

避難先の方が、

生活利便性が高いから

医療環境に不安が

あるから

原子力発電所の安全性に

不安があるから

生活に必要な商業施設

などが不足しているから

n=1,474 66.1％ 40.2％ 29.9％ 23.6％ 23.1％

葛尾村

令和３年度

避難先の方が、

生活利便性が高いから

医療環境に不安が

あるから

すでに生活基盤が

できているから

葛尾村外への

移動交通が不便だから

高齢者・要介護者のいる

世帯なので生活が

不安だから
n=83 45.8％ 37.3％ 36.1％ 28.9％ 25.3％

浪江町

令和３年度

すでに生活基盤が

できているから

元の住家を解体しており、

戻る家がないから

避難先の方が、

生活利便性が高いから

医療環境に不安が

あるから

原子力発電所の安全性に

不安があるから

n=1,921 49.8％ 46.0％ 38.4％ 36.5％ 26.1％

大熊町

令和３年度

すでに生活基盤が

できているから

避難先の方が、

生活利便性が高いから

医療環境に不安が

あるから

生活に必要な商業施設

などが不足しているから

家が汚損・劣化し、

住める状況ではないから

n=1,261 60.7％ 42.0％ 37.7％ 32.9％ 25.0％

南相馬市

令和３年度

すでに恒久的住宅を

取得したから

すでに生活基盤が

できているから

医療環境に不安が

あるから

避難先の方が、

生活便利性が高いから

原子力発電所の安全性

（廃炉作業の難航）に

不安があるから
n=298 55.4％ 53.7％ 41.6％ 40.9％ 34.6％

※複数回答可

１位 ２位 ３位 ４位 ５位

双葉町

令和２年度

避難先で自宅を購入

または建築し、将来も継続

的に居住する予定だから

医療環境に不安が

あるから

避難先の方が、

生活利便性が高いから

生活に必要な商業施設

などが元に戻りそうに

ないから

水道水などの生活用水の

安全性に不安があるから

n=923 56.8％ 51.1％ 39.8％ 37.6％ 33.9％

富岡町

令和２年度

すでに生活基盤が

できているから

避難先の方が、

生活利便性が高いから

医療環境に不安が

あるから

原子力発電所の安全性に

不安があるから

生活に必要な商業施設

などが不足しているから

n=1,521 60.1％ 38.7％ 32.5％ 25.2％ 24.8％

葛尾村

令和元年度

医療環境に不安があるから すでに生活基盤が

できているから

避難先の方が、

生活利便性が高いから

高齢者・要介護者のいる

世帯なので生活が

不安だから

葛尾村外への移動交通が

不便だから

n=93 50.5％ 46.2％ 40.9％ 34.4％ 29.0％

浪江町

令和２年度

すでに生活基盤が

できているから

医療環境に不安があるから 避難先の方が、

生活利便性が高いから

原子力発電所の安全性に

不安があるから

生活に必要な商業施設

などが不足しているから

n=2,375 53.9％ 42.3％ 40.1％ 28.7％ 28.3％

大熊町

令和２年度

すでに生活基盤が

できているから

医療環境に不安が

あるから

避難先の方が

生活利便性が高いから

生活に必要な商業施設

などが不足しているから

家が汚損・劣化し、住める

状況ではないから

n=1,504 59.1％ 43.5％ 42.0％ 39.0％ 30.5％

南相馬市

令和元年度

すでに恒久的住宅を

取得したから

すでに生活基盤が

できているから

避難先の方が、

生活便利性が高いから

医療環境に不安があるから 原子力発電所の安全性

（事故収束や廃炉の状況）

に不安があるから
n=318 48.1％ 44.7％ 40.6％ 38.4％ 36.8％

○帰還意向において「戻らない」と回答した方が、帰還しないと決めている理由として、「すで

に生活基盤ができているから」「医療環境に不安があるから」「避難先の方が、生活利便性が

高いから」などが上位にあげられている。 
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３－１ 現在の状況 

３－１－１  現在の住まいの場所 

 

 

双
葉
町 

［ 問４ ］ 

 

富
岡
町 

［ 問７ ］ 

 

葛
尾
村 

［ 問８・問９ ］ 

 

い
わ
き
市

相
馬
市

南
相
馬
市

広
野
町

楢
葉
町

富
岡
町

川
内
村

浪
江
町

葛
尾
村

大
熊
町

新
地
町

舘
館
村

福
島
市

郡
山
市

白
河
市

須
賀
川
市

二
本
松
市

川
俣
町

田
村
市

伊
達
市

本
宮
市

鏡
石
町

西
郷
村

矢
吹
町

棚
倉
町

三
春
町

会
津
若
松
市

喜
多
方
市

会
津
坂
下
町

福
島
県
内
の

そ
の
他
の
市
町
村

福
島
県
外

無
回
答

31.9

0.9
5.0

0.7 0.1 - - 0.1 0.1 - 0.1 -
4.6

10.1
3.1 0.9 0.3 0.1 0.3 0.3 0.5 0.3 0.5 0.2 0.1 0.3 0.3 0.2 0.1 0.7

37.5

0.8
0%

20%

40%

60%

80%
n = 1,494

富
岡
町

浜
通
り

（
富
岡
町

を
除
く

）

中
通
り

会
津

福
島
県
外

無
回
答

9.5

40.0

21.0

0.7

26.2

2.6
0%

20%

40%

60%

80%
n = 2,989

い
わ
き
市

相
馬
市

南
相
馬
市

広
野
町

楢
葉
町

川
内
村

新
地
町

葛
尾
村

福
島
市

郡
山
市

白
河
市

須
賀
川
市

二
本
松
市

田
村
市

伊
達
市

本
宮
市

桑
折
町

川
俣
町

大
玉
村

西
郷
村

三
春
町

会
津
若
松
市

喜
多
方
市

会
津
美
里
町

福
島
県
内
の

そ
の
他
の
市
町
村

福
島
県
外

無
回
答

2.0 - 0.3 - - - -

33.0

1.7

13.7

- 0.3 0.3
7.7

- 1.0 - 0.3 - -

18.7

1.0 - - 0.7
5.0

14.3

0%

20%

40%

60%

80%
n = 300
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浪
江
町 

［ 問６ ］ 

 

大
熊
町 

［ 問７ ］ 

 

南
相
馬
市 

［ 問７ ］ 

 

 

  

い
わ
き
市

相
馬
市

南
相
馬
市

浪
江
町

大
熊
町

富
岡
町

楢
葉
町

広
野
町

葛
尾
村

川
内
村

新
地
町

飯
舘
村

福
島
市

郡
山
市

白
河
市

須
賀
川
市

二
本
松
市

田
村
市

伊
達
市

本
宮
市

桑
折
町

川
俣
町

大
玉
村

西
郷
村

三
春
町

会
津
若
松
市

喜
多
方
市

会
津
美
里
町

福
島
県
内
の

そ
の
他
の
市
町
村

福
島
県
外

無
回
答

15.6

2.1
12.0 9.7

- 0.1 0.1 0.2 - - 0.6 -

13.2
7.5

1.4 0.5
5.3

0.2 0.6 2.5 0.8 0.2 1.0 0.3 0.3 0.8 0.1 0.1 0.9

22.8

1.2
0%

20%

40%

60%

80%
n = 3,669

大
熊
町

い
わ
き
市

相
馬
市

南
相
馬
市

広
野
町

楢
葉
町

富
岡
町

川
内
村

浪
江
町

葛
尾
村

新
地
町

飯
舘
村

福
島
市

郡
山
市

白
河
市

須
賀
川
市

二
本
松
市

田
村
市

伊
達
市

本
宮
市

桑
折
町

川
俣
町

大
玉
村

西
郷
村

三
春
町

会
津
若
松
市

喜
多
方
市

会
津
美
里
町

福
島
県
内
の

そ
の
他
の
市
町
村

福
島
県
外

無
回
答

2.4

41.1

0.8 2.6 0.7 0.5 0.3 0.1 0.0 0.0 0.4 - 2.5
9.9

0.5 0.6 0.2 0.6 0.1 0.2 - - 0.2 0.2 0.7
5.2

0.5 0.1 1.0

25.3

3.0
0%

20%

40%

60%

80%
n = 2,185

小
高
区

原
町
区

鹿
島
区

南
相
馬
市
以
外

無
回
答

0.5

24.7

5.6

59.4

9.8

0%

20%

40%

60%

80%
n = 858
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３－１－２  現在の住居形態 

 

 

双
葉
町 

［ 問７ ］ 

 

富
岡
町 

［ 問９ ］ 

 

葛
尾
村 

［ 問１１ ］ 

 

凡　例

全　体 n = 1,494

0.2

6.8 8.5

0.9

8.4

1.4 2.1 0.5

67.1

1.9

2.1

応急仮設住宅

（プレハブ型。

無償）

応急仮設住宅

（民間住宅・
公営住宅などの

借り上げ型。無償）

福島県営

などの復興
公営住宅

（有償）

その他の

公営住宅

（有償）

民間

賃貸住宅

（有償）

給与住宅

（社宅、公務員
宿舎など）

家族の

どなたかの

お住まい・

実家

親戚・

知人宅

持ち家

（ご本人または

ご家族所有） その他 無回答

(%)

凡　例

富岡町内の

居住者
n = 283

富岡町外の

居住者
n = 2,629

20.5

8.0

2.9

1.8

11.8

1.1

1.2

1.1

2.3

0.7

0.9

72.8

69.1

0.4

1.5

1.8

2.2

富岡町営の

災害公営住宅

（有償）

福島県営（本宮市・

桑折町・大玉村・

川内村営を含む）の

復興公営住宅（有償）

その他の

公営住宅

（有償）

民間

賃貸住宅

（有償）

給与住宅

（社宅など）

家族の

どなたかの

お住まい・実家

親戚・

知人宅

持ち家

（ご本人または

ご家族所有）

その他 無回答

(%)

凡　例

葛尾村内の

居住者
n = 99

葛尾村外の

居住者
n = 158

2.0

12.7

3.2 0.6

5.1

2.5 0.6

87.9

75.3

2.5

5.1

2.5

公営住宅

（西ノ内住宅）

公営住宅

（恵下越住宅）

その他の公営

（村営含む）住宅

民間

賃貸住宅

給与住宅

（社宅、公務員

宿舎など）

家族の

どなたかの

お住まい・実家

親戚・

知人宅

持ち家

（ご本人または

ご家族所有）

その他 無回答

(%)
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浪
江
町 

［ 問８ ］ 

 

大
熊
町 

［ 問８－１ ］ 

 

南
相
馬
市 

［ 問８ ］ 

 

 

  

凡　例

浪江町内の

居住者
n = 356

浪江町外の

居住者
n = 3,269

18.3

13.0

0.3

1.6

1.4

7.2

0.3

0.7

1.1

1.5

0.8

0.6

75.0

71.5

0.6

2.2

2.2

1.7

浪江町営の

災害公営住宅

（浪江町内）

福島県営（本宮市営、

桑折町営、大玉村営を

含む）の復興公営住宅

（浪江町外）

その他の

公営住宅

民間

賃貸住宅

給与住宅

（社宅、公務員

宿舎など）

家族の

どなたかの

お住まい・実家

親戚・

知人宅

持ち家

（ご本人

または

ご家族所有） その他 無回答

(%)

凡　例

大熊町内の

居住者
n = 52

大熊町外の

居住者
n = 2,068 9.1

65.4

6.4

1.9

0.8

7.8

7.7

1.1 1.3

21.2

70.7

1.9

2.0

1.9

0.8

借上住宅

（民間住宅・

公営住宅など

の借り上げ型。

無償）

大熊町営の

災害公営住宅

（大熊町内・有償）

福島県営（本宮

市営、桑折町営、

大玉村営を含む）

の復興公営住宅

（大熊町外・有償）

その他の公営住宅

（有償）

民間

賃貸住宅

（有償）

給与住宅

（社宅、公務員

宿舎など）

親戚・

知人宅

持ち家

（ご本人または

ご家族所有）

その他 無回答

(%)

凡　例

南相馬市

（小高区・

原町区）に居住

n = 1,689

南相馬市

（鹿島区）及び

市外に居住

n = 584

3.8

0.5

5.5

1.5

0.9

1.9

2.0

10.8

0.2

1.4

1.4

3.9

0.7

0.9

82.5

73.1

0.4

4.3

2.7

1.7

南相馬市営の

災害公営住宅

福島県営・

南相馬市営の

復興公営住宅

その他の

公営住宅

民間

賃貸住宅

給与住宅

（社宅、公務員

宿舎など）

家族の

どなたかの

お住まい・実家

親戚・

知人宅

持ち家

（ご本人または

ご家族所有） その他 無回答

(%)
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３－１－３  現在の職業（就業形態） 

 

 

双
葉
町 

［ 問６（１） ］ 

 

富
岡
町 

［ 問１１（1） ］ 

 

凡　例

全　体 n = 1,494

１０～２０代 n = 44

３０代 n = 101

４０代 n = 143

５０代 n = 172

６０代 n = 355

７０代以上 n = 642

5.7

4.5

5.0

7.0

11.6

7.0

3.6

1.5

0.7

1.2

1.4

2.3

10.6

29.5

37.6

27.3

19.8

7.9

0.5

8.4

15.9

23.8

25.2

17.4

6.2

0.2

0.8

1.0

0.7

2.9

0.6

0.3

4.2

13.6

10.9

7.0

13.4

3.4

5.8

15.9

5.0

12.6

9.9

7.9

1.7

0.2

6.8

52.0

4.5

8.9

9.8

14.5

56.6

79.3

3.9

4.5

5.9

4.2

7.6

5.9

1.4

2.2

4.5

2.0

2.8

1.2

1.4

2.6

4.6

2.8

0.6

1.7

8.1

自営業・

会社経営者

（継続中もしくは

再開済）

自営業・

会社経営者

（休業中）

会社員（勤め人）

（事務や内勤を

主とする業務）

会社員（勤め人）

（労務や外勤を

主とする業務）

団体職員 公務員

パート・

アルバイト

学生

無職（職を

探していない）

無職（職を

探している）

その他 無回答

(%)

凡　例

全　体 n = 2,989

１０～２０代 n = 53

３０代 n = 133

４０代 n = 307

５０代 n = 452

６０代 n = 779

７０代以上 n = 1,204

8.0

1.9

9.0

9.4

9.1

11.3

5.1

0.8

0.3

0.9

0.8

1.1

11.1

37.7

26.3

27.7

24.1

8.5

0.8

9.8

18.9

22.6

26.4

19.7

8.5

0.9

1.7

3.8

2.3

2.0

5.5

1.5

0.1

3.4

15.1

10.5

8.8

8.6

1.4

6.2

5.7

9.8

11.4

8.0

8.9

2.2

2.8

7.5

0.8

0.3

0.2

1.7

5.3

45.4

3.8

11.3

5.9

12.8

48.9

71.5

4.6

3.8

5.3

5.5

7.5

5.4

2.4

1.6

1.9

1.5

1.0

1.8

1.3

1.7

4.7

0.8

1.3

1.8

1.9

8.9

自営業・

会社経営者

自営業・

会社経営者

（休業中）

会社員（勤め人）

（事務や内勤を

主とする業務）

会社員（勤め人）

（労務や外勤を

主とする業務）

団体職員 公務員

パート・

アルバイト

学生

無職（職を

探していない）

無職（職を

探している）

その他 無回答

(%)
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葛
尾
村 

［ 問１３（１） ］ 

 

浪
江
町 

［ 問２（１） ］ 

 

凡　例

全　体 n = 300

１０～２０代 n = -

３０代 n = 6

４０代 n = 26

５０代 n = 24

６０代 n = 73

７０代以上 n = 166

17.3

34.6

25.0

19.2

13.3

2.0

4.2

4.1

1.2

1.7

3.8

8.3

2.7

11.7

66.7

19.2

33.3

16.4

3.6

2.0

16.7

7.7

8.3

1.4

2.3

11.5

4.2

2.7

0.6

3.3

16.7

3.8

4.2

4.1

2.4

40.7

7.7

31.5

56.0

5.7

8.3

9.6

4.8

2.7

7.7

4.2

2.7

1.8

10.7

3.8

5.5

16.3

自営業・

会社経営者

（継続中もしくは

再開済）

自営業・

会社経営者

（休業中）

会社員（勤め人）

（事務や内勤を

主とする業務）

会社員（勤め人）

（労務や外勤を

主とする業務）

団体職員 公務員

パート・

アルバイト

学生

無職（職を

探していない）

無職（職を

探している）

その他 無回答

(%)

凡　例

全　体 n = 3,669

１０～２０代 n = 17

３０代 n = 79

４０代 n = 259

５０代 n = 464

６０代 n = 1,041

７０代以上 n = 1,779

8.9

11.4

12.7

10.3

11.6

6.5

0.7

0.4

0.6

1.1

0.5

0.8

0.6

0.8

0.3

7.4

47.1

27.8

22.8

22.8

6.3

0.5

9.8

35.3

21.5

29.7

25.9

11.4

1.1

0.8

1.3

1.9

2.4

1.0

0.1

2.3

7.6

11.2

7.1

1.4

0.1

5.4

5.9

13.9

5.8

11.0

7.0

2.5

52.8

11.4

5.4

10.3

50.0

75.4

4.3

11.8

2.5

6.6

6.7

6.3

2.3

2.9

2.5

1.5

2.6

2.3

3.5

4.3

1.2

0.2

1.2

6.7

自営業・

会社経営者

自営業・会社経営者

（休業中であり、

今後再開予定）

自営業者・

会社経営者

（休業中であり、

職を探している）

会社員（勤め人）

（事務や内勤を

主とする業務）

会社員（勤め人）

（労務や外勤を

主とする業務）

団体職員

公務員

パート・

アルバイト

無職（職を

探していない）

無職（職を

探している）

その他 無回答

(%)
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大
熊
町 

［ 問３（1） ］ 

 

南
相
馬
市 

［ 問２ ］ 

 

 

  

凡　例

全　体 n = 2,185

１０～２０代 n = 56

３０代 n = 127

４０代 n = 263

５０代 n = 337

６０代 n = 572

７０代以上 n = 792

6.3

1.8

5.5

7.6

7.1

9.3

4.0

1.7

0.8

1.5

2.8

1.8

12.4

37.5

33.1

25.9

25.5

8.7

0.5

11.6

14.3

29.9

28.5

24.0

7.7

0.9

1.0

1.8

2.4

3.4

2.1

0.2

3.1

12.5

4.7

9.5

5.9

1.7

5.1

5.4

11.8

8.4

8.3

6.5

0.8

0.3

8.9

0.2

47.8

10.7

3.9

6.1

16.6

54.7

81.9

5.1

7.1

7.1

8.4

6.2

5.9

2.8

1.4

1.6

1.1

2.1

1.2

1.5

4.2

0.4

0.6

1.0

5.8

自営業・

会社経営者

（継続中もしくは

再開済）

自営業・

会社経営者

（休業中）

会社員（勤め人）

（事務や内勤を

主とする業務）

会社員（勤め人）

（労務や外勤を

主とする業務）

団体職員 公務員

パート・

アルバイト

学生

無職（職を

探していない）

無職（職を

探している）

その他 無回答

(%)

凡　例

全　体 n = 2,502

１０～２０代 n = 13

３０代 n = 43

４０代 n = 155

５０代 n = 307

６０代 n = 776

７０代以上 n = 1,160

10.7

9.3

11.6

9.4

15.1

8.3

2.0

1.0

2.8

1.9

18.8

53.8

58.1

61.3

52.1

19.3

2.2

1.1

15.4

2.3

1.9

3.3

1.3

0.1

2.1

7.7

11.6

7.7

7.2

1.4

0.1

7.1

7.7

7.0

9.0

6.2

11.3

4.5

48.8

7.7

7.0

2.6

10.4

40.2

73.8

3.8

4.7

4.5

8.1

4.3

2.2

3.8

7.7

1.3

2.0

3.7

4.8

1.9

0.3

0.5

2.2

自営業・

会社経営者

（継続中もしくは

再開済）

自営業・

会社経営者

（休業中）

会社員 団体職員 公務員

パート・

アルバイト

無職（職を

探していない）

無職（職を

探している）

その他 無回答

(%)
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３－１－４  現在の業種 

 

 

※対象市町村：双葉町、富岡町、葛尾村、浪江町、大熊町 
※現在の職業（就業形態）で「学生」「無職（職を探していない）」「無職（職を探している）」以外と回答した

世帯のみ集計対象 

双
葉
町 

［ 問６（２） ］ 

 

 

富
岡
町 

［ 問１１（２） ］ 

 

 

凡　例

全　体 n = 587

１０～２０代 n = 37

３０代 n = 86

４０代 n = 119

５０代 n = 133

６０代 n = 127

７０代以上 n = 72

3.7

0.8

3.0

6.3

11.1

16.5

8.1

7.0

16.8

18.0

22.8

18.1

7.5

10.8

5.8

9.2

10.5

4.7

2.8

12.6

8.1

30.2

19.3

8.3

6.3

1.4

3.6

2.7

3.5

5.9

3.0

3.9

1.4

24.0

21.6

20.9

21.0

25.6

23.6

33.3

0.7

3.0

8.7

24.3

14.0

5.9

6.0

6.3

6.9

8.3

10.8

5.8

9.2

12.0

9.4

1.4

7.0

10.8

8.1

7.6

7.5

7.9

2.2

2.7

2.3

2.5

3.9

2.8

5.1

2.3

1.7

3.0

4.7

20.8

農・林・漁・

畜産業 建設業 製造業

電気・ガス・

水道業

運輸業

卸・小売・飲食、

サービス業

金融・保険業

医療・福祉

教育 公務 その他 無回答

(%)

凡　例

全　体 n = 1,272

１０～２０代 n = 45

３０代 n = 109

４０代 n = 267

５０代 n = 351

６０代 n = 328

７０代以上 n = 143

4.0

0.9

2.6

1.7

4.0

16.1

23.0

6.7

15.6

23.2

22.8

28.4

21.7

7.9

17.8

10.1

12.0

8.0

5.5

2.8

10.4

8.9

11.0

12.7

16.0

6.1

2.1

3.5

2.2

5.5

2.6

3.7

4.3

2.1

18.0

20.0

19.3

15.4

15.4

20.7

21.0

0.7

2.2

0.4

1.4

0.6

7.9

17.8

9.2

7.9

7.4

7.9

3.5

3.5

2.2

7.3

5.2

3.7

1.8

2.1

6.0

6.7

10.1

5.6

7.7

4.9

0.7

6.9

8.9

6.4

4.9

6.0

7.6

11.2

8.2

6.7

4.6

7.5

6.3

8.2

16.8

農・林・漁・

畜産業 建設業 製造業

電気・ガス・

水道業

運輸業

卸・小売・飲食、

サービス業

金融・保険業

医療・福祉

教育 公務 その他 無回答

(%)
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葛
尾
村 

［ 問１３（２） ］ 

 

 

浪
江
町 

［ 問２（２） ］ 

 

 

凡　例

全　体 n = 129

１０～２０代 n = -

３０代 n = 6

４０代 n = 23

５０代 n = 22

６０代 n = 39

７０代以上 n = 38

27.9

16.7

13.0

4.5

25.6

55.3

23.3

33.3

21.7

36.4

28.2

7.9

6.2

16.7

8.7

4.5

7.7

2.6

1.6

4.5

2.6

3.1

4.3

9.1

2.6

14.0

16.7

26.1

18.2

12.8

5.3

1.6

2.6

2.6

4.7

16.7

8.7

13.6

1.6

4.3

4.5

5.4

13.0

4.5

5.1

2.6

4.7

12.8

2.6

6.2

5.1

15.8

農・林・漁・

畜産業 建設業 製造業

電気・ガス・

水道業

運輸業

卸・小売・飲食、

サービス業

金融・保険業

医療・福祉

教育 公務 その他 無回答

(%)

凡　例

全　体 n = 1,398

１０～２０代 n = 15

３０代 n = 68

４０代 n = 223

５０代 n = 381

６０代 n = 434

７０代以上 n = 272

8.5

2.9

2.7

2.9

10.8

19.5

24.8

20.0

13.2

21.1

24.4

30.9

22.4

10.6

20.0

17.6

13.5

15.0

8.1

4.0

4.5

6.7

7.4

7.2

5.0

4.8

0.4

4.5

5.9

5.4

5.5

4.6

2.2

20.1

33.3

20.6

15.7

21.3

20.0

20.2

1.4

6.7

1.5

2.7

1.3

1.2

0.7

7.4

13.3

16.2

11.2

7.1

6.2

4.0

3.3

2.9

6.3

5.2

1.8

0.7

4.1

8.8

7.2

5.0

3.2

1.1

5.2

2.9

4.5

4.2

5.1

8.1

5.6

2.7

3.1

3.2

16.5

農・林・漁・

畜産業 建設業 製造業

電気・ガス・

水道業

運輸業

卸・小売・飲食、

サービス業

金融・保険業

医療・福祉

教育 公務 その他 無回答

(%)
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大
熊
町 

［ 問３（２） ］ 

 

 

 

  

凡　例

全　体 n = 930

１０～２０代 n = 41

３０代 n = 113

４０代 n = 224

５０代 n = 258

６０代 n = 218

７０代以上 n = 75

3.4

0.9

2.7

1.2

6.9

9.3

25.5

7.3

15.9

22.8

27.1

32.6

30.7

9.2

12.2

10.6

10.7

7.8

9.6

5.3

15.3

17.1

17.7

17.9

22.1

7.3

2.7

3.5

2.7

6.7

3.1

1.8

4.0

19.8

17.1

23.9

14.3

19.0

24.3

21.3

1.5

7.3

1.8

1.3

0.4

1.8

1.3

7.5

7.3

16.8

8.9

6.2

4.1

4.0

2.7

4.9

3.5

3.6

3.9

0.5

5.8

14.6

3.5

7.6

5.8

5.5

2.0

9.8

1.8

1.6

1.8

4.0

3.7

2.4

2.7

1.8

1.9

3.7

17.3

農・林・漁・

畜産業 建設業 製造業

電気・ガス・

水道業

運輸業

卸・小売・飲食、

サービス業

金融・保険業

医療・福祉

教育 公務 その他 無回答

(%)
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３－１－５  世帯構成 

 

 

※対象市町村：双葉町、富岡町、葛尾村、浪江町、大熊町 

双
葉
町 

［ 問５（１）・問５（２） ］ 

 

富
岡
町 

［ 問４・問８ ］ 

 

葛
尾
村 

［ 問 4・問１０ ］ 

 

震災発生当時 現　在

未
就

学
児

（
小
学
校

入
学

前

）
の
い
る
世
帯

小
学

生
の
い
る
世
帯

中
学

生
の
い
る
世
帯

１
５

歳
以
上
１
８
歳

未
満

（
中
学
生
を

除
く

）
の
い
る
世
帯

１
８

歳
以
上
６
５
歳

未
満

の
い
る
世
帯

６
５

歳
以
上
の

い
る

世
帯

無
回

答

１
８

歳
未
満
の
い
る

世
帯

６
５

歳
以
上
だ
け
の

世
帯

未
就

学
児

（
小
学
校

入
学

前

）
の
い
る
世
帯

小
学

生
の
い
る
世
帯

中
学

生
の
い
る
世
帯

１
５

歳
以
上
１
８
歳

未
満

（
中
学
生
を

除
く

）
の
い
る
世
帯

１
８

歳
以
上
６
５
歳

未
満

の
い
る
世
帯

６
５

歳
以
上
の

い
る

世
帯

無
回

答

１
８

歳
未
満
の
い
る

世
帯

６
５

歳
以
上
だ
け
の

世
帯

12.0 12.7 10.0 8.6

82.9

57.6

3.9

30.3

12.7

0%

20%

40%

60%

80%

100%
n = 1,494

6.2 7.5 5.4 5.8

62.2 63.3

5.1
17.2

32.4

0%

20%

40%

60%

80%

100%
n = 1,494

震災発生当時 現　在

未
就

学
児

（
小
学
校

入
学

前

）
の
い
る
世
帯

小
学

生
の
い
る
世
帯

中
学

生
の
い
る
世
帯

高
校

生
の
い
る
世
帯

１
５

歳
以
上
６
５
歳

未
満

（
中
学
・
高
校
生

を
除

く

）
の
い
る
世
帯

６
５

歳
以
上
の

い
る

世
帯

無
回

答

高
校

生
以
下
の
い
る

世
帯

６
５

歳
以
上
だ
け
の

世
帯

未
就

学
児

（
小
学
校

入
学

前

）
の
い
る
世
帯

小
学

生
の
い
る
世
帯

中
学

生
の
い
る
世
帯

高
校

生
の
い
る
世
帯

１
５

歳
以
上
６
５
歳

未
満

（
中
学
・
高
校
生

を
除

く

）
の
い
る
世
帯

６
５

歳
以
上
の

い
る

世
帯

無
回

答

高
校

生
以
下
の
い
る

世
帯

６
５

歳
以
上
だ
け
の

世
帯

10.9 12.9 9.1 10.4

82.3

50.9

4.2

30.3

12.6

0%

20%

40%

60%

80%

100%
n = 2,989

6.5 7.3 5.0 5.3

62.2 62.2

3.9
17.1

33.5

0%

20%

40%

60%

80%

100%
n = 2,989

震災発生当時 現　在

未
就

学
児

（
小
学
校

入
学

前

）
の
い
る
世
帯

小
学

生
の
い
る
世
帯

中
学

生
の
い
る
世
帯

高
校

生
の
い
る
世
帯

１
５

歳
以
上
６
５
歳

未
満

（
中
学
・
高
校
生

を
除

く

）
の
い
る
世
帯

６
５

歳
以
上
の

い
る

世
帯

無
回

答

高
校

生
以
下
の
い
る

世
帯

６
５

歳
以
上
だ
け
の

世
帯

未
就

学
児

（
小
学
校

入
学

前

）
の
い
る
世
帯

小
学

生
の
い
る
世
帯

中
学

生
の
い
る
世
帯

高
校

生
の
い
る
世
帯

１
５

歳
以
上
６
５
歳

未
満

（
中
学
・
高
校
生

を
除

く

）
の
い
る
世
帯

６
５

歳
以
上
の

い
る

世
帯

無
回

答

高
校

生
以
下
の
い
る

世
帯

６
５

歳
以
上
だ
け
の

世
帯

6.3 6.0 1.0 4.0

51.7

75.0

6.0
13.0

42.0

0%

20%

40%

60%

80%

100%
n = 300

14.0 12.3 10.7 8.3

75.7 74.0

4.7

29.0
19.3

0%

20%

40%

60%

80%

100%
n = 300
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浪
江
町 

［ 問４・問７ ］ 

 

大
熊
町 

［ 問６・問９ ］ 

 

 

  

震災発生当時 現　在

未
就

学
児

（
小
学
校

入
学

前

）
の
い
る
世
帯

小
学

生
の
い
る
世
帯

中
学

生
の
い
る
世
帯

１
５

歳
以
上
１
８
歳

未
満

（
中
学
生
を

除
く

）
の
い
る
世
帯

１
８

歳
以
上
６
５
歳

未
満

の
い
る
世
帯

６
５

歳
以
上
の

い
る

世
帯

無
回

答

１
８

歳
未
満
の
い
る

世
帯

６
５

歳
以
上
だ
け
の

世
帯

未
就

学
児

（
小
学
校

入
学

前

）
の
い
る
世
帯

小
学

生
の
い
る
世
帯

中
学

生
の
い
る
世
帯

１
５

歳
以
上
１
８
歳

未
満

（
中
学
生
を

除
く

）
の
い
る
世
帯

１
８

歳
以
上
６
５
歳

未
満

の
い
る
世
帯

６
５

歳
以
上
の

い
る

世
帯

無
回

答

１
８

歳
未
満
の
い
る

世
帯

６
５

歳
以
上
だ
け
の

世
帯

11.9 12.8 7.6 8.7

81.5

59.3

3.5

28.9

14.4

0%

20%

40%

60%

80%

100%
n = 3,669

4.2 6.7 5.1 4.8

59.2

71.8

4.0
14.7

36.4

0%

20%

40%

60%

80%

100%
n = 3,669

震災発生当時 現　在

未
就

学
児

（
小
学
校

入
学

前

）
の
い
る
世
帯

小
学

生
の
い
る
世
帯

中
学

生
の
い
る
世
帯

１
５

歳
以
上
１
８
歳

未
満

（
中
学
生
を

除
く

）
の
い
る
世
帯

１
８

歳
以
上
６
５
歳

未
満

の
い
る
世
帯

６
５

歳
以
上
の

い
る

世
帯

無
回

答

１
８

歳
未
満
の
い
る

世
帯

６
５

歳
以
上
だ
け
の

世
帯

未
就

学
児

（
小
学
校

入
学

前

）
の
い
る
世
帯

小
学

生
の
い
る
世
帯

中
学

生
の
い
る
世
帯

１
５

歳
以
上
１
８
歳

未
満

（
中
学
生
を

除
く

）
の
い
る
世
帯

１
８

歳
以
上
６
５
歳

未
満

の
い
る
世
帯

６
５

歳
以
上
の

い
る

世
帯

無
回

答

１
８

歳
未
満
の
い
る

世
帯

６
５

歳
以
上
だ
け
の

世
帯

13.1 14.6
8.4 10.3

85.5

44.1

3.4

32.9

10.7

0%

20%

40%

60%

80%

100%
n = 2,185

5.7 7.7 5.2 4.8

62.6 58.2

5.1
16.7

32.2

0%

20%

40%

60%

80%

100%
n = 2,185
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３－１－６  世帯人数 

 

 

※対象市町村：双葉町、富岡町、葛尾村、浪江町、大熊町 

双
葉
町 

［問５（１）・問５（２） ］ 

 

 

富
岡
町 

［ 問４・問８ ］ 

 

 

葛
尾
村 

［ 問４・問１０ ］ 

 

 

震災発生当時 現　在

１
人

２
人

３
人

４
人

５
人

６
人

７
人

８
人
以
上

無
回
答

１
人

２
人

３
人

４
人

５
人

６
人

７
人

８
人
以
上

無
回
答

174

290
315 293

179

97
47 41 58

0世帯

100世帯

200世帯

300世帯

400世帯

500世帯

600世帯
n = 1,494

329

494

273

171

87
39 17 8

76

0世帯

100世帯

200世帯

300世帯

400世帯

500世帯

600世帯
n = 1,494

震災発生当時 現　在

１
人

２
人

３
人

４
人

５
人

６
人

７
人

８
人
以
上

無
回
答

１
人

２
人

３
人

４
人

５
人

６
人

７
人

８
人
以
上

無
回
答

394

666 637
532

330
167

104
33

126

0世帯

500世帯

1,000世帯

1,500世帯
n = 2,989

706

1020

561

320

158
67 28 12

117

0世帯

500世帯

1,000世帯

1,500世帯
n = 2,989

震災発生当時 現　在

１
人

２
人

３
人

４
人

５
人

６
人

７
人

８
人
以
上

無
回
答

１
人

２
人

３
人

４
人

５
人

６
人

７
人

８
人
以
上

無
回
答

30

59
49 46

23

42

12
25

14

0世帯

50世帯

100世帯

150世帯
n = 300

52

109

54

35

12 14
3 3

18

0世帯

50世帯

100世帯

150世帯
n = 300
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浪
江
町 

［ 問 4・問 7 ］ 

 

 

大
熊
町 

［ 問６・問９ ］ 

 

 

 

  

震災発生当時 現　在

１
人

２
人

３
人

４
人

５
人

６
人

７
人

８
人
以
上

無
回
答

１
人

２
人

３
人

４
人

５
人

６
人

７
人

８
人
以
上

無
回
答

443

815 777
617

362 291
157 79 128

0世帯

500世帯

1,000世帯

1,500世帯

2,000世帯
n = 3,669

788

1260

729

378

178 109 61 19
147

0世帯

500世帯

1,000世帯

1,500世帯

2,000世帯
n = 3,669

震災発生当時 現　在

１
人

２
人

３
人

４
人

５
人

６
人

７
人

８
人
以
上

無
回
答

１
人

２
人

３
人

４
人

５
人

６
人

７
人

８
人
以
上

無
回
答

285

473 480
368

251
150

72 32 74

0世帯

200世帯

400世帯

600世帯

800世帯

1,000世帯

1,200世帯
n = 2,185

511

739

407

230

115
41 26 5

111

0世帯

200世帯

400世帯

600世帯

800世帯

1,000世帯

1,200世帯
n = 2,185
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３－１－７  震災発生当時の住まいの行政区 

 

 

双
葉
町 

［ 問２－１ ］ 

 

富
岡
町 

［ 問３ ］ 

 

葛
尾
村 

［ 問３－１ ］ 

 

新
山

下
条

郡
山

細
谷

三
字

山
田

石
熊

長
塚
一

長
塚
二

下
長
塚

羽
鳥

寺
松

渋
川

鴻
草

中
田

両
竹

浜
野

そ
の
他

無
回
答

15.0

7.5
5.3

1.7

12.2

7.0

2.0

14.0

10.8

3.3 4.2 3.3
1.6

3.9
1.3 1.3

2.8
0.3

2.4

0%

5%

10%

15%

20%

25%
n = 1,494

杉

内

仲

町

高

津
戸

下

千
里

大

菅

夜

の
森
駅
前

北 夜

の
森
駅
前

南 新

町

赤

木

上

本
町

王

塚

本

町

岩

井
戸

清

水

上

郡

太

田

下

郡
山

毛

萱

仏

浜

駅

前

西

原

中

央

小

浜

深

谷

小

良

ヶ
浜

栄

町

新

夜
ノ
森

不

明

無

回
答

1.5
2.8 2.8 2.7 3.8

5.1 6.1
4.7

0.7 0.9

9.3

5.9

1.3

6.2

1.1 1.0 1.9 0.8 1.9 1.7

5.2 5.8 6.9

2.1
3.5

0.7

10.5

0.6
2.3

0%

5%

10%

15%

20%

25%
n = 2,989

上
野
川

野
川

上
葛
尾

下
葛
尾

落
合

夏
湯

大
放

大
笹

岩
角

広
谷
地

野
行

無
回
答

11.3

17.3

9.3

14.3 15.0

2.3
4.3

8.0

3.0
6.0

8.3

0.7
0%

5%

10%

15%

20%

25%
n = 300
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浪
江
町 

［ 問 3 ］ 

 

大
熊
町 

［ 問４－２ ］ 

 

南
相
馬
市 

［ 問３ ］ 

 

 

  

１
区

２
区

３
区

４
区

５
区

６
区

７
区

８
区

佐
屋
前

川
添
北

川
添
南

上
ノ
原

樋
渡
・
牛
渡

高
瀬

幾
世
橋

北
幾
世
橋
北

北
幾
世
橋
南

北
棚
塩

南
棚
塩

請
戸
北

請
戸
南

中
浜

両
竹

小
丸

畑
川

井
手

田
尻

末
ノ
森

大
堀

小
野
田

谷
津
田

酒
井

室
原

立
野
上

立
野
中

立
野
下

苅
宿

加
倉

酒
田

西
台

藤
橋

羽
附

津
島

下
津
島

南
津
島
上

南
津
島
下

赤
宇
木

手
七
郎

大
昼

分
か
ら
な
い

1.7 1.1 0.8
3.5 2.3 1.3 1.0

2.3 2.8
5.2 4.2

7.6
5.0

2.9 3.7 3.4
1.3 1.2 1.4

3.2 2.7
0.7 0.6 0.5 0.2

0%

5%

10%

15%

20%

25%

2.0
4.6

0.6
2.2 1.6 1.6 1.2

3.3
1.1 1.4 1.6 1.4

3.6 2.8 1.7 1.7 0.8 1.8 0.8 0.7 1.1 1.1 0.5 0.4 -
0%

5%

10%

15%

20%

25%
n = 3,669

中
屋
敷

野
上
１

野
上
２

下
野
上
１

下
野
上
２

下
野
上
３

大
野
１

大
野
２

大
川
原
１

大
川
原
２

熊
１

熊
２

熊
３

町 熊
川

野
馬
形

小
入
野

大
和
久

夫
沢
１

夫
沢
２

夫
沢
３

そ
の
他

無
回
答

0.2
1.9

3.6

7.8
6.2 6.5 5.4

4.0
1.6 1.4

9.9

5.9 6.0
3.3

5.2
2.8

6.1
8.0

3.4 2.2
3.9

2.0 2.5

0%

5%

10%

15%

20%

25%
n = 2,185

一
区

二
区

三
区

四
区

五
区

小
高

片
草

吉
名

岡
田

川
原
田

大
井

塚
原

飯
崎

角
間
沢

小
谷

摩
辰

南
鳩
原

北
鳩
原

羽
倉

大
富

金
谷

川
房

大
田
和

小
屋
木

女
場

角
部
内

上
蛯
沢

下
蛯
沢

浦
尻

下
浦

行
津

上
浦

神
山

上
耳
谷

下
耳
谷

泉
沢

福
岡

村
上

井
田
川

雫 小
浜

下
江
井

小
沢

堤
谷

江
井

米
々
沢

大
甕
下

高
一

高
二

小
木
迫

鶴
谷

馬
場

高
倉

4.9
3.2

4.8
3.2 3.3

4.8 3.8 4.0
5.9

1.0

4.6
3.3

5.5

1.0 1.8 1.1 0.6 1.0 1.5 2.2 2.2 2.1 0.9
3.1

1.3 0.7 0.8
0%

5%

10%

15%

20%

25%

0.7
3.1

0.8 0.6 1.3 1.0 1.2 1.4 1.7 1.2 1.9 1.5
0.0 

1.8 0.7 1.4 0.8 1.7
0.1 0.6 0.2 1.1 0.6 1.5

0.1 -
0%

5%

10%

15%

20%

25%
n = 2,502
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３－１－８  震災発生当時の住居形態 

 

 

双
葉
町 

［ 問３ ］ 

 

富
岡
町 

［ 問５ ］ 

 

葛
尾
村 

［ 問６ ］ 

 

凡　例

n = 1,494

(%)

73.2

0.2 2.5 2.7

4.5 4.6 8.3

0.5 0.9

2.6

持ち家

（一戸建）

持ち家

（集合住宅）

民間

賃貸住宅
（一戸建）

民間

賃貸住宅
（集合住宅） 公営住宅

給与住宅

（社宅、公務員

宿舎など） 家族の

どなたかの

お住まい・実家

親戚・

知人宅 その他 無回答

凡　例

n = 2,989

(%)

74.1

0.4

5.3 6.8

2.9 2.5

5.2

0.5 0.2

2.1

持ち家

（一戸建）

持ち家

（集合住宅）

民間

賃貸住宅

（一戸建）

民間

賃貸住宅

（集合住宅） 公営住宅

給与住宅

（社宅、公務員

宿舎など） 家族の

どなたかの

お住まい・実家

親戚・

知人宅 その他 無回答

凡　例

n = 300

(%)

87.0

1.0 1.3 1.3

5.3

0.3

3.7

持ち家

（一戸建）

持ち家

（集合住宅）

民間

賃貸住宅

（一戸建）

民間

賃貸住宅

（集合住宅） 公営住宅

給与住宅

（社宅、公務員

宿舎など） 家族の

どなたかの

お住まい・実家

親戚・

知人宅 その他 無回答
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浪
江
町 

［ 問 5 ］ 

 

大
熊
町 

［ 問５ ］ 

 

南
相
馬
市 

［ 問５ ］ 

 

 

  

凡　例

n = 3,669

(%)

81.5

0.2

4.4 4.9

2.5 0.8

4.0

0.3 0.2

1.1

持ち家

（一戸建）

持ち家

（集合住宅）

民間

賃貸住宅
（一戸建）

民間

賃貸住宅
（集合住宅） 公営住宅

給与住宅

（社宅、公務員

宿舎など） 家族の

どなたかの
お住まい・実家

親戚・

知人宅 その他 無回答

凡　例

n = 2,185

(%)

71.5

0.4

4.3 5.9 3.5

3.4

8.1

0.3 0.6

1.8

持ち家

（一戸建）

持ち家

（集合住宅）

民間

賃貸住宅

（一戸建）

民間

賃貸住宅

（集合住宅） 公営住宅

給与住宅

（社宅、公務員

宿舎など） 家族の

どなたかの
お住まい・実家

親戚・

知人宅 その他 無回答

凡　例

n = 2,502

(%)

86.5

0.4 2.4 1.4 2.1 0.2

5.7

0.3 0.6

0.4

持ち家

（一戸建）

持ち家

（集合住宅）

民間

賃貸住宅

（一戸建）

民間

賃貸住宅

（集合住宅） 公営住宅

給与住宅

（社宅、公務員

宿舎など） 家族の

どなたかの

お住まい・実家

親戚・

知人宅 その他 無回答
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３－２ 将来の意向 

３－２－１  帰還意向 

（１）年齢別帰還意向 

 

 

双
葉
町 

［ 問１０ ］ 

 

富
岡
町 

［ 問１２ ］ 

 

凡　例

全　体 n = 1,494

１０～２０代 n = 44

３０代 n = 101

４０代 n = 143

５０代 n = 172

６０代 n = 355

７０代以上 n = 642

11.3

11.4

5.0

11.9

15.7

13.5

10.0

24.8

36.4

22.8

17.5

32.6

28.7

21.5

60.5

52.3

71.3

67.1

51.7

54.9

63.6

3.3

1.0

3.5

2.8

5.0

戻りたいと考えている

（将来的な希望も含む） まだ判断がつかない 戻らないと決めている 無回答

(%)

凡　例

全　体 n = 2,989

１０～２０代 n = 53

３０代 n = 133

４０代 n = 307

５０代 n = 452

６０代 n = 779

７０代以上 n = 1,204

9.5

5.3

6.5

8.6

9.9

10.8

9.5

9.4

6.8

9.8

10.0

9.5

9.3

17.1

9.4

10.5

13.4

14.8

16.7

20.2

13.0

22.6

15.0

16.9

17.9

13.9

9.1

49.3

58.5

62.4

53.1

48.5

49.6

47.2

1.6

0.3

0.2

0.5

3.5

既に富岡町で

生活している

戻りたいと

考えている

（将来的な

希望も含む）

戻りたいが、

戻ることが

できない

まだ判断が

つかない

戻らないと

決めている 無回答

(%)
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葛
尾
村 

［ 問１４ ］ 

 

浪
江
町 

［ 問 9 ］ 

 

凡　例

全　体 n = 300

１０～２０代 n = -

３０代 n = 6

４０代 n = 26

５０代 n = 24

６０代 n = 73

７０代以上 n = 166

34.3

16.7

26.9

25.0

32.9

39.2

14.0

7.7

33.3

15.1

11.4

20.7

33.3

34.6

25.0

19.2

18.7

27.7

33.3

26.9

16.7

30.1

27.1

3.3

16.7

3.8

2.7

3.6

既に葛尾村に

戻っている

戻りたいと考えている

（将来的な希望も含む）
まだ判断が

つかない

戻らないと

決めている 無回答

(%)

凡　例

全　体 n = 3,669

１０～２０代 n = 17

３０代 n = 79

４０代 n = 259

５０代 n = 464

６０代 n = 1,041

７０代以上 n = 1,779

9.6

5.9

5.1

2.3

9.5

9.6

11.0

11.4

17.6

7.6

8.5

12.5

11.0

11.8

24.9

23.5

25.3

29.3

33.0

28.2

20.5

52.4

52.9

62.0

59.1

44.6

50.4

53.9

1.7

0.8

0.4

0.7

2.8

すでに浪江町に

戻っている

戻りたいと

考えている

まだ判断が

つかない
戻らないと

決めている 無回答

(%)
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大
熊
町 

［ 問１０ ］ 

 

 

南
相
馬
市 

［ 問１６ ］ 

 

 

 

  

凡　例

全　体 n = 2,185

１０～２０代 n = 56

３０代 n = 127

４０代 n = 263

５０代 n = 337

６０代 n = 572

７０代以上 n = 792

2.5

12.5

1.6

1.9

0.6

1.6

3.8

13.1

7.1

12.6

11.4

11.0

13.1

15.0

23.3

23.2

22.8

29.7

26.7

22.4

20.5

57.7

57.1

55.9

54.0

61.1

61.2

55.6

3.4

7.1

3.0

0.6

1.7

5.2

すでに大熊町で

生活している

戻りたいと考えている

（将来的な希望も含む）

まだ判断が

つかない

戻らないと

決めている 無回答

(%)

凡　例

全　体 n = 2,502

１０～２０代 n = 13

３０代 n = 43

４０代 n = 155

５０代 n = 307

６０代 n = 776

７０代以上 n = 1,160

65.3

92.3

81.4

58.1

59.9

66.9

65.9

4.4

6.5

7.2

3.6

4.2

8.7

4.7

14.8

12.4

9.4

6.7

11.9

4.7

12.3

12.1

12.6

11.6

9.8

7.7

9.3

8.4

8.5

7.5

11.6

既に南相馬市に

戻っている

戻りたいと考えている

（将来的な希望も含む）

まだ判断が

つかない
戻らないと

決めている 無回答

(%)
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（２）避難指示区域別帰還意向 

 

 

双
葉
町 

［ 問１０ ］ 

 

富
岡
町 

［ 問１２ ］ 

 

葛
尾
村 

［ 問１４ ］ 

 

凡　例

全  体 n = 1,494

避難指示解除
準備区域

n = 61

帰還困難区域

（拠点内）
n = 600

帰還困難区域
（拠点外）

n = 328

帰還困難区域

（中間貯蔵施設）
n = 138

わからない n = 99

11.3

13.1

10.8

17.1

9.4

3.0

24.8

24.6

24.2

26.5

18.1

29.3

60.5

55.7

62.5

52.1

68.1

65.7

3.3

6.6

2.5

4.3

4.3

2.0

戻りたいと考えている

（将来的な希望も含む） まだ判断がつかない 戻らないと決めている 無回答

(%)

凡　例

全  体 n = 2,989

避難指示解除

準備区域
n = 302

居住制限区域 n = 1,721

帰還困難区域

（拠点内）
n = 696

帰還困難区域
（拠点外）

n = 166

9.5

11.9

11.7

3.9

4.2

9.5

10.9

8.9

9.5

12.0

17.1

16.9

14.7

19.4

31.9

13.0

9.9

12.6

14.8

12.7

49.3

49.7

50.1

51.1

36.7

1.6

0.7

2.0

1.3

2.4

既に富岡町で

生活している

戻りたいと

考えている
（将来的な

希望も含む）

戻りたいが、

戻ることが

できない

まだ判断が

つかない

戻らないと

決めている 無回答

(%)

凡　例

全  体 n = 300

避難指示解除

準備区域
n = 262

居住制限区域 n = 12

帰還困難区域

（拠点内）
n = 23

帰還困難区域

（拠点外）
n = 2

わからない n = 1

34.3

38.5

16.7

14.0

14.1

16.7

13.0

20.7

17.9

25.0

43.5

50.0

100.0

27.7

26.0

33.3

43.5

50.0

3.3

3.4

8.3

既に葛尾村に

戻っている

戻りたいと考えている

（将来的な希望も含む）
まだ判断が

つかない

戻らないと

決めている 無回答

(%)
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浪
江
町 

［ 問９ ］ 

 

大
熊
町 

［ 問１０ ］ 

 

南
相
馬
市 

［ 問１６ ］ 

 

 

  

凡　例

全  体 n = 3,669

避難指示解除

準備区域
n = 1,514

居住制限区域 n = 1,526

帰還困難区域

（拠点内）
n = 178

帰還困難区域
（拠点外）

n = 451

9.6

12.4

9.8

3.4

2.2

11.4

8.0

10.8

11.8

24.4

24.9

23.4

24.7

26.4

30.2

52.4

54.1

53.4

56.2

41.5

1.7

2.2

1.2

2.2

1.8

すでに浪江町に

戻っている

戻りたいと

考えている

まだ判断が

つかない
戻らないと

決めている 無回答

(%)

凡　例

全  体 n = 2,185

避難指示解除

準備区域
n = 5

居住制限区域 n = 66

帰還困難区域
（拠点内）

n = 1,046

帰還困難区域

（拠点外）
n = 410

中間貯蔵施設

予定地の区域
n = 448

分からない n = 79

2.5

40.0

12.1

2.7

1.2

1.1

1.3

13.1

25.8

12.9

18.3

9.4

5.1

23.3

28.8

24.9

23.2

19.0

30.4

57.7

60.0

31.8

57.3

54.1

67.2

55.7

3.4

1.5

2.3

3.2

3.3

7.6

すでに大熊町で

生活している

戻りたいと考えている

（将来的な希望も含む）

まだ判断が

つかない

戻らないと

決めている 無回答

(%)

凡　例

全  体 n = 2,494

避難指示解除
準備区域

n = 2,367

居住制限区域 n = 84

帰還困難区域 n = 1

わからない n = 1

65.3

66.2

42.9

100.0

100.0

4.4

4.2

7.1

8.7

8.3

15.5

11.9

11.6

22.6

9.7

9.7

11.9

既に南相馬市に

戻っている

戻りたいと考えている

（将来的な希望も含む）

まだ判断が

つかない
戻らないと

決めている 無回答

(%)
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３－２－２  帰還を決めた理由〔すでに帰還した方〕 

 

※対象町：富岡町、葛尾村、浪江町、大熊町 
※帰還意向で「元の自治体に戻っている」と回答した世帯のみ集計対象 
※大熊町は、帰還意向で「すでに大熊町で生活している」「戻りたいと考えている（将来的な希望も含む）」と

回答した世帯への設問だが、「すでに大熊町で生活している」と回答した世帯のみを抽出して集計 

富
岡
町 

［ 問１３ ］ 

 

葛
尾
村 

［ 問１５－１ ］ 

 

浪
江
町 

［ 問１０ ］ 

 

放
射
線
量
が
低
減
さ
れ
た

こ
と

水
道
水
等

、
生
活
用
水
の

安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
こ
と

友
人
・
知
人
等
が
町
内
に

居
住
し
て
い
る
こ
と

気
持
ち
が
安
ら
ぐ
こ
と

自
宅
や
公
営
住
宅
等
が

整
備
さ
れ
た
こ
と

商
業
施
設
が
再
開
し
た
こ
と

Ｊ
Ｒ
や
路
線
バ
ス
等
の

公
共
交
通
機
関
が
再
開

し
た
こ
と

医
療
機
関
が
開
院
し
た
こ
と

役
場
機
能
が
再
開
し
た
こ
と

双
葉
警
察
署
及
び

富
岡
消
防
署
が
再
開
し
た

こ
と

小
・
中
学
校
の
再
開
や

こ
ど
も
園
が
開
園
し
た
こ
と

近
く
に
勤
務
先
が
あ
る
こ
と

働
く
場
・
就
業
機
会
が

あ
る
こ
と

そ
の
他

無
回
答

36.6 37.7

14.4

54.9

26.1
30.6

15.1

42.3
34.5

27.8

5.6

21.1

6.3
11.3

5.3

0%

20%

40%

60%

80%

100%
n = 284

葛
尾

村
で

の
生

活
は

気
持

ち
が

安
ら

ぐ
か

ら

放
射

線
量

が
低

減
さ

れ
る

な
ど

、
不

安
が

少
し

ず
つ

払
拭

さ
れ

て
き

た
か

ら

勤
務

先
が

近
い

か
ら

見
守

り
パ

ト
ロ
ー

ル

な
ど

に

よ
り

安
心

し
て

生
活

で
き

る

と
判

断
し

た
か

ら

公
営

住
宅

・
居

住
環

境
が

整
備

さ
れ

た
か

ら

商
業

施
設

が
開

業
し

て
い

る

か
ら

公
共

交
通

機
関

が
回

復
し

て

き
て

い
る

か
ら

友
人

・
知

人
等

が
村

内
に

多
く

居
住

し
て

い
る

か
ら

医
療

機
関

（
診

療
所

）
が

開
業

し
て

い
る

か
ら

保
育

・
教

育
環

境
が

整
備

さ
れ

て
い

る
か

ら

農
地

等
の

管
理

・
耕

作
の

た
め

そ
の

他

76.7

27.2

12.6 11.7

1.0

10.7
3.9

18.4

6.8 3.9

52.4

8.7

0%

20%

40%

60%

80%

100%
n = 103

浪
江
で
の
生
活
は
気
持
ち
が

安
ら
ぐ
か
ら

友
人
・
知
人
等
が
町
内
に

多
く
居
住
し
て
い
る
か
ら

商
業
施
設
が
開
業
し
て
い
る

か
ら

保
育
・
教
育
環
境
が
整
備

さ
れ
て
い
る
か
ら

医
療
機
関

（
診
療
科

）
が

開
業
し
て
い
る
か
ら

鉄
道
な
ど
公
共
交
通
機
関
が

回
復
し
て
き
て
い
る
か
ら

放
射
線
量
が
低
減
さ
れ
る

な
ど

、
不
安
が
少
し
ず
つ

払
拭
さ
れ
て
き
た
か
ら

勤
務
先
が
近
い
か
ら

見
守
り
隊
の
パ
ト
ロ
ー

ル

な
ど
に
よ
り
安
心
し
て
生
活

で
き
る
と
判
断
し
た
か
ら

公
営
住
宅
・
居
住
環
境
が

整
備
さ
れ
た
か
ら

そ
の
他

無
回
答

66.9

10.5 9.1
1.1

9.1 8.5

25.5
17.6

13.9 11.6
19.8

4.2

0%

20%

40%

60%

80%

100%
n = 353
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大
熊
町 

［ 問１１－１ ］ 

 

 

  

自
宅
周
辺
の
除
染
・
避
難

指
示
解
除
が
実
施
さ
れ
る

見
込
み
が
あ
る
こ
と

放
射
線
量
が
低
減
さ
れ
た

こ
と

水
道
水
等

、
生
活
用
水
の

安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
こ
と

商
店
・
飲
食
店
が
開
業
し
た

こ
と

自
宅
や
公
営
住
宅
等
が

整
備
さ
れ
た
こ
と

鉄
道
・
生
活
循
環
バ
ス
な
ど

公
共
交
通
機
関
が
運
行

し
て
い
る
こ
と

役
場
機
能
が
再
開
し
た
こ
と

診
療
所
が
開
所
し
た
こ
と

高
齢
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
が

開
所
し
た
こ
と

働
く
場
・
雇
用
機
会
が
あ
る

こ
と

気
持
ち
が
安
ら
ぐ
こ
と

家
族
・
友
人
・
知
人
が

町
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と

そ
の
他

無
回
答

14.5
20.0

14.5
9.1

23.6

7.3

38.2

9.1 10.9 9.1

40.0

9.1

23.6

10.9

0%

20%

40%

60%

80%

100%
n = 55
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３－２－３  今後の生活において必要な支援〔すでに帰還した方〕 

 

※対象町：富岡町、葛尾村、浪江町、大熊町 
※帰還意向で「元の自治体に戻っている」と回答した世帯のみ集計対象 
※大熊町は、帰還意向で「すでに大熊町で生活している」「戻りたいと考えている（将来的な希望も含む）」と

回答した世帯への設問だが、「すでに大熊町で生活している」と回答した世帯のみを抽出して集計 

富
岡
町 

［ 問１４ ］ 

 

葛
尾
村 

［ 問１５－２ ］ 

 

浪
江
町 

［ 問１１ ］ 

 

防
犯

体
制
の

強
化

生
涯

学
習
機

会
の

充
実

就
業

機
会
の

創
出

商
業

施
設
の

再
開

・
充

実

医
療

機
関

（
診
療

科

）
の
拡
充

介
護

・
福
祉

施
設

の
充

実

保
育

・
教
育

環
境

の
充

実

見
守

り
活
動

の
継

続

公
共

交
通
機

関

（
鉄
道

）
の
充

実

公
共

交
通
機

関

（
バ
ス

）
の
充

実

町
内

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
活

動

（
行

政
区
等

の
活

動
も

含
む

）

継
続

的
な
健

康
管

理
等

、
放
射

線

に
対

す
る
不

安
解

消
へ

の

取
り

組
み

、
放
射

線
量

低
減
対

策

有
害

鳥
獣
対

策
の

強
化

そ
の

他

無
回

答

46.1

12.3 12.3

64.1
70.1

46.5

16.9
21.8

13.0 14.8

25.0 25.4

44.0

5.6 3.2

0%

20%

40%

60%

80%

100%
n = 284

医
療
機
関

（
診
療
科

）
の
拡
充

介
護
・
福
祉
施
設
の
充
実

保
育
・
教
育
環
境
の
充
実

見
守
り
活
動
の
継
続

雇
用
確
保
の
支
援

防
犯
体
制
の
強
化

有
害
鳥
獣
対
策
の
強
化

商
業
施
設
の
再
開
・
充
実

公
共
交
通
機
関
の
再
開
・
充
実

村
内
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
活
動

（
行
政
区
等
の
活
動
も
含
む

）

生
涯
学
習
環
境
の
機
会

公
営
住
宅
・
居
住
環
境
の
整
備

継
続
的
な
健
康
管
理
等

、
放
射
線

に
対
す
る
不
安
解
消
へ
の

取
り
組
み

、
放
射
線
量
低
減
対
策

そ
の
他

無
回
答

62.1 62.1

18.4 15.5
24.3 24.3

51.5

19.4 17.5

28.2

9.7

31.1

6.8 6.8

0%

20%

40%

60%

80%

100%
n = 103

医
療
機
関

（
診

療
科

）
の
拡
充

介
護
・
福
祉
施

設
の
充
実

保
育
・
教
育
環

境
の
充
実

見
守
り
活
動
の

継
続

就
業
支
援

従
業
員
の
確
保

へ
の
支
援

防
犯
体
制
の
強

化

有
害
鳥
獣
対
策

の
強
化

商
業
施
設
の
再

開
・
充
実

バ
ス
な
ど
の
公

共
交
通
機
関
の

再
開
・
充
実

町
内
コ
ミ

ュ
ニ

テ

ィ
活
動

（
行
政
区
な
ど

の
活
動
も

含
む

）
や
生
涯

学
習
環
境
の
機
会

公
営
住
宅
・
居

住
環
境
の
整
備

継
続
的
な
健
康

管
理
な
ど
の

、

放
射
線
に
対
す

る
不
安
解
消
へ
の

取
組

、
放
射
線

量
低
減
対
策

そ
の
他

無
回
答

84.7

59.8

18.4
24.6

15.3
9.9

39.4

57.5 55.0

26.9
22.9

9.1

28.6

8.8
2.8

0%

20%

40%

60%

80%

100%
n = 353
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大
熊
町 

［ 問１１－２ ］ 

 

 

  

医
療
機
関

（
診
療
科

）
の
充
実

介
護
・
福
祉
施
設
の
充
実

保
育
・
教
育
環
境
の
充
実

見
守
り
活
動
の
継
続

雇
用
確
保
の
支
援

防
犯
体
制
の
強
化

有
害
鳥
獣
対
策
の
強
化

フ

ォ
ロ
ー

ア

ッ
プ
除
染

（
再
除
染

）
の
実
施

商
業
施
設
の
再
開
・
充
実

鉄
道
・
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通

機
関
の
充
実

町
内
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
活
動

（
行
政
区
な
ど
の
活
動
も

含
む

）
・
生
涯
学
習
環
境
の
機
会

公
営
住
宅
・
居
住
環
境
の
整
備

継
続
的
な
健
康
管
理
な
ど

、

放
射
線
に
対
す
る
不
安
解
消
へ
の

取
り
組
み

そ
の
他

無
回
答

70.9

49.1

14.5 16.4 16.4

27.3 29.1

14.5

45.5

23.6

14.5
20.0 16.4

10.9
7.3

0%

20%

40%

60%

80%

100%
n = 55
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３－２－４  帰還時期〔帰還したい方〕 

 

 
※対象町：双葉町、浪江町、大熊町、南相馬市 
※帰還意向で「戻りたい」と回答した世帯のみ集計対象 

双
葉
町 

［ 問１１－１ ］ 

 

浪
江
町 

［ 問１７ ］ 

 

大
熊
町 

［ 問１２－１ ］ 

 

南
相
馬
市 

［ 問１８ ］ 

 

  

凡　例

n = 169

(%)

23.1 10.1 4.1 16.6 16.0 12.4 17.8

１年以内 ３年以内 ５年以内

特定復興再生

拠点区域の外に

ある自宅に帰れる

まで待ちたい

しばらく

様子を見たい その他 無回答

凡　例

n = 417

(%)

17.3 27.6 35.3 12.0 7.9

すぐに

戻りたい

数年で帰りたい

（５年以内）

当面は帰ることが

できないが、いずれ

帰りたい（６年以降） 分からない 無回答

凡　例

n = 286

(%)

11.9 19.2 8.7 12.2 30.8 11.2 5.9

１年以内 ３年以内 ５年以内

特定復興再生拠点

区域外にある自宅の

除染・避難指示解除が

行われるまで待ちたい

しばらく

様子をみたい その他 無回答

凡　例

n = 110

(%)

8.2 19.1 10.9 57.3 4.5

１年以内に

住みたい

３年以内に

住みたい

５年以内に

住みたい

しばらく

様子を見たい 無回答



Ⅲ 調査結果 

47 

３－２－５  帰還する場合の家族〔帰還したい方〕 

 

 
※対象町：双葉町、富岡町、浪江町、大熊町 
※帰還意向で「戻りたい」と回答した世帯のみ集計対象 

双
葉
町 

［ 問１１－２ ］ 

 

富
岡
町 

［ 問１５ ］ 

 

浪
江
町 

［ 問１５ ］ 

 

大
熊
町 

［ 問１２－２ ］ 

 

  

凡　例

n = 169

(%)

20.7 43.2 9.5 18.3 8.3

家族全員での

帰還を考えている

家族一部での

帰還を考えている

現在検討して

いるところ
まだわからない 無回答

凡　例

n = 283

(%)

30.0 42.4 18.0 5.3 4.2

家族全員での

帰還を考えている

家族一部での

帰還を考えている

現在検討して

いるところ

検討して

いない
無回答

凡　例

n = 417

(%)

26.9 33.8 11.3 15.1 12.9

家族の全員 家族の一部 現在検討中 まだ分からない 無回答

凡　例

n = 286

(%)

29.0 40.6 10.5 13.3 6.6

家族全員での

帰町を考えている

家族一部での

帰町を考えている

現在検討して

いるところ まだわからない 無回答
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３－２－６  帰還した場合に希望する住居形態〔帰還したい方〕 

 

 

※対象市町村：双葉町、富岡町、葛尾村、浪江町、大熊町 
※帰還意向で「戻りたい」と回答した世帯のみ集計対象 
※双葉町、大熊町は、帰還意向で「戻りたいと考えている（将来的な希望も含む）」「まだ判断がつかない」と

回答した世帯への設問だが、「戻りたいと考えている（将来的な希望も含む）」と回答した世帯のみを抽出し
て集計 

双
葉
町 

［ 問１２－２ ］ 

 

富
岡
町 

［ 問１８ ］ 

 

葛
尾
村 

［ 問１６ ］ 

 

凡　例

n = 169

(%)

44.4 5.9

0.6

19.5

1.8 1.2 0.6 1.8 1.2

10.7 12.4

元の持ち家

（自宅）

（建て替える

場合を含む）

自宅とは別の場所

に新たに一戸建の

持ち家を建てたい

自宅とは

別の場所に

集合住宅を

購入したい

双葉町がＪＲ

双葉駅西側に

整備する新たな

公営住宅

民間

賃貸住宅

（一戸建）

民間

賃貸住宅

（集合住宅）

給与住宅

（社宅など）

家族の

どなたかの

お住まい・実家

親戚・

知人宅 その他

現時点では

判断できない

無回答

凡　例

n = 283

(%)

62.5 7.8 3.5 9.2

0.4 1.1 0.4 2.5 1.4

4.2 7.1

自宅

（建て替える

場合を含む）

自宅とは別の

場所に新たに

一戸建の持ち家

を建てたい

自宅とは

別の場所に

中古物件を

購入したい

自宅とは

別の場所に

分譲集合住宅

を購入したい

町内の

公営住宅

民間

賃貸住宅

（一戸建）

民間

賃貸住宅

（集合住宅）

給与住宅

（社宅など）

家族の

どなたかの

お住まい・

実家

親戚・

知人宅 その他

現時点では

判断できない

無回答

凡　例

n = 42

(%)

71.4 4.8

2.4

7.1 4.8

2.4

7.1

自宅に住みたい

（建て替える

場合を含む）

自宅とは別の

場所に新たに

一戸建の持ち家

を建てたい

自宅とは別の

場所に分譲

集合住宅を

購入したい

公営住宅

（村が村内に

整備した住宅）

民間

賃貸住宅

（一戸建）

民間

賃貸住宅

（集合住宅）

給与住宅

（社宅など）

家族の

どなたかの

お住まい・実家

親戚・

知人宅 その他

現時点では

判断できない

無回答
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浪
江
町 

［ 問１６ ］ 

 

大
熊
町 

［ 問１３－３ ］ 

 

 

  

凡　例

n = 417

(%)

60.2 13.9 5.5

1.7 0.2 0.7 0.5 2.4 1.0

5.8 8.2

元の持ち家

（自宅）

（建て替える

場合を含む）

新たに一戸建

の持ち家を

新築または

購入

新たに（災害）

公営住宅

（一戸建）を

借用

新たに（災害）

公営住宅

（集合住宅）

を借用

元の民間

賃貸住宅

（一戸建）

新たに民間

賃貸住宅

（一戸建）

を借用

元の民間

賃貸住宅

（集合住宅）

新たに民間

賃貸住宅

（集合住宅）

を借用

元の

給与住宅

（社宅など）

家族の

どなたかの

お住まい・実家

親戚・

知人宅 その他

現時点では

判断できない

無回答

凡　例

n = 286

(%)

50.7 16.8

0.7

10.5 5.6

1.4 0.3 1.4 0.3 3.1

5.9 3.1

元の持ち家

（自宅）

（建て替える

場合を含む）

自宅とは別の場所に

新たに一戸建の

持ち家を建てたい

自宅とは別の

場所に分譲

集合住宅を

購入したい

公営住宅

（一戸建）

公営住宅

（集合住宅）

民間

賃貸住宅

（一戸建）

民間

賃貸住宅

（集合住宅）

給与住宅

（社宅など）

家族の

どなたかの

お住まい・実家

親戚・

知人宅

その他

現時点では

判断できない

無回答
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３－２－７  帰還した場合に今後の生活において必要な支援〔帰還したい方〕 

 

 

※対象市町村：双葉町、富岡町、葛尾村、浪江町、大熊町 
※帰還意向で「戻りたい」と回答した世帯のみ集計対象 
※双葉町は、「戻りたいと考えている（将来的な希望も含む）」「まだ判断がつかない」と回答した世帯への設

問だが、「戻りたいと考えている（将来的な希望も含む）」と回答した世帯のみを抽出し、優先順位１番目
から３番目を合算 

※浪江町は、帰還時期で「すぐに戻りたい」と回答した世帯のみ集計対象 
※大熊町は、帰還意向で「すでに大熊町で生活している」「戻りたいと考えている（将来的な希望も含む）」

と回答した世帯への設問だが、「戻りたいと考えている（将来的な希望も含む）」と回答した世帯のみを抽
出して集計 

双
葉
町 

［ 問１２－１ ］ 

 

富
岡
町 

［ 問１９ ］ 

 

除
染
・

解
体
に
関

す
る
情
報

住
宅
の

清
掃
費
補

助
な
ど
の

支
援

Ｊ
Ｒ
双

葉
駅
西
側

に
整
備
す

る

新
た
な

公
営
住
宅

に
関
す
る

情
報

商
業
施

設
の
再
開

や
新
設

医
療
・

介
護
福
祉

施
設
の

再
開
や

新
設

学
校
や

教
育
施
設

の
再
開
や

新
設

公
共
交

通
機
関
の

充
実

な
り
わ

い
の
確
保

・
就
業
支

援

携
帯
電

話
や
イ
ン

タ
ー

ネ

ッ
ト

な
ど
通

信
環
境
の

改
善

上
下
水

道
等
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン

の

整
備
状

況
に
関
す

る
情
報

地
域
の

き
ず
な
維

持
や

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の

支
援

原
子
力

発
電
所
の

廃
炉
に

関
す
る

情
報

放
射
線

に
よ
る
健

康
へ
の

影
響
に

関
す
る
情

報

中
間
貯

蔵
施
設
に

関
す
る
情

報

避
難
指

示
解
除
と

な
る
時
期

の

目
安
に

関
す
る
情

報

原
子
力

損
害
賠
償

に
関
す
る

情
報

ど
の
程

度
の
住
民

が
戻
る
の

か

ど
う
か

の
情
報

双
葉
町

の
今
後
の

姿

そ
の
他

特
に
な

い

無
回
答

17.2
9.5

17.8

30.8

49.7

2.4 3.0 3.6 7.1

32.5

7.1
1.8 4.1 1.2

9.5
5.3 3.6

11.8
4.1

-

22.5

0%

20%

40%

60%

80%

100%
n = 169

更
な
る
放
射
線
量
の
低
減

更
な
る
防
犯
・
防
火
対
策
の

強
化

子
ど
も
・
高
齢
者
等
に
対
す
る

見
守
り
活
動
の
充
実

帰
還
困
難
区
域
の
早
期
復
興

商
業
施
設
の
再
開

、
充
実

医
療
機
関

（
診
療
科

）
の
拡
充

介
護
・
福
祉
施
設
の
充
実

教
育

、
保
育
環
境
の
充
実

子
育
て
支
援
策
の
充
実

公
共
交
通
機
関
の
充
実

雇
用
確
保
・
就
業
サ
ポ
ー

ト

放
射
線
に
関
す
る
学
習
会
や

相
談
会
の
開
催

町
内
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
活
動
・

生
涯
学
習
機
会
の
創
出

有
害
鳥
獣
対
策
の
強
化

そ
の
他

無
回
答

41.3
45.2

30.0
38.9

55.5

69.6

55.5

17.7 15.5

34.3

17.0

5.3

18.4

40.6

6.4 5.7

0%

20%

40%

60%

80%

100%
n = 283
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葛
尾
村 

［ 問１７ ］ 

 

浪
江
町 

［ 問１７－１ ］ 

 

大
熊
町 

［ 問１１－２ ］ 

 

 

  

更
な
る
放
射
線
量
の
低
減

商
業
施
設
の
再
開

、
充
実

医
療

、
介
護
福
祉
施
設
の

再
開
や
新
設

教
育

、
保
育
環
境
の
整
備

公
共
交
通
機
関
の
充
実

雇
用
確
保
・
就
業
サ
ポ
ー

ト

更
な
る
防
犯
防
火
対
策
の
強
化

放
射
線
リ
ス
ク

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
の
充
実

帰
還
困
難
区
域
の
早
期
復
興

村
内
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
活
動
・

生
涯
学
習
の
機
会

子
ど
も
・
高
齢
者
等
に
対
す
る

見
守
り
活
動
の
充
実

そ
の
他

無
回
答

26.2

35.7

57.1

7.1

33.3

19.0
26.2

9.5 9.5
16.7

31.0

4.8

14.3

0%

20%

40%

60%

80%

100%
n = 42

被
ば
く
低
減
対
策

住
宅
の
修
繕
や
建
て
替
え
へ
の

支
援

住
宅
の
新
築
・
購
入
の

支
援

災
害
公
営
住
宅
や
民
間
賃
貸

住
宅
へ
の
入
居
支
援

買
い
物
環
境
へ
の
支
援

健
康
や
介
護
に
関
す
る
支
援

子
育
て
や
学
校
教
育
へ
の
支
援

生
活
交
通
の
支
援

就
業
支
援

従
業
員
の
確
保
へ
の
支
援

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

等
通
信
環
境
の
改
善

特
に
な
い

そ
の
他

無
回
答

37.5
45.8

31.9

4.2

55.6 54.2

1.4

40.3

9.7
1.4

22.2

4.2
12.5

1.4
0%

20%

40%

60%

80%

100%
n = 72

医
療
機
関

（
診
療
科

）
の
充
実

介
護
・
福
祉
施
設
の
充
実

保
育
・
教
育
環
境
の
充
実

見
守
り
活
動
の
継
続

雇
用
確
保
の
支
援

防
犯
体
制
の
強
化

有
害
鳥
獣
対
策
の
強
化

フ

ォ
ロ
ー

ア

ッ
プ
除
染

（
再
除
染

）
の
実
施

商
業
施
設
の
再
開
・
充
実

鉄
道
・
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通

機
関
の
充
実

町
内
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
活
動

（
行

政
区
な
ど
の
活
動
も
含
む

）
・

生
涯
学
習
環
境
の
機
会

公
営
住
宅
・
居
住
環
境
の
整
備

継
続
的
な
健
康
管
理
な
ど

、

放
射
線
に
対
す
る
不
安
解
消

へ
の
取
り
組
み

そ
の
他

無
回
答

83.9

60.5

29.4
24.1

30.8

47.2
40.2

34.3

57.3

36.4
27.6 29.4

41.3

11.5
3.1

0%

20%

40%

60%

80%

100%
n = 286
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３－２－８  帰還を判断するために必要な条件〔帰還の判断がつかない方〕 

 

 

※帰還意向で「まだ判断がつかない」と回答した世帯のみ集計対象 
※双葉町は、帰還意向で「戻りたいと考えている（将来的な希望も含む）」「まだ判断がつかない」と回答し

た世帯への設問だが、「まだ判断がつかない」と回答した世帯のみを抽出し、優先順位 1 番目から 3 番目
を合算 

双
葉
町 

［ 問１２－１ ］ 

 

富
岡
町 

［ 問２２ ］ 

 

葛
尾
村 

［ 問１９ ］ 

 

除
染
・
解
体
に
関
す
る
情
報

住
宅
の
清
掃
費
補
助
な
ど
の
支
援

Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
西
側
に
整
備
す
る

新
た
な
公
営
住
宅
に
関
す
る
情
報

商
業
施
設
の
再
開
や
新
設

医
療
・
介
護
福
祉
施
設
の
再
開
や

新
設

学
校
や
教
育
施
設
の
再
開
や
新
設

公
共
交
通
機
関
の
充
実

な
り
わ
い
の
確
保
・
就
業
支
援

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

な
ど
通
信
環
境
の
改
善

上
下
水
道
等
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

整
備
状
況
に
関
す
る
情
報

地
域
の
き
ず
な
維
持
や

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
支
援

原
子
力
発
電
所
の
廃
炉
に
関
す
る

情
報

放
射
線
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
に

関
す
る
情
報

中
間
貯
蔵
施
設
に
関
す
る
情
報

避
難
指
示
解
除
と
な
る
時
期
の

目
安
に
関
す
る
情
報

原
子
力
損
害
賠
償
に
関
す
る
情
報

ど
の
程
度
の
住
民
が
戻
る
の
か

ど
う
か
の
情
報

双
葉
町
の
今
後
の
姿

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

12.7

3.0

14.6

28.8

48.2

4.0 4.0 4.6 2.2

25.6

3.5 6.7 6.5 3.0 6.2 6.2
11.1

15.9

1.3 2.2

22.6

0%

20%

40%

60%

80%

100%
n = 371

鉄
道
等
公
共
交
通
機
関
の
充
実

商
業
施
設
の
充
実

医
療
機
関

（
診
療
科

）
の
拡
充

介
護
・
福
祉
施
設
の
充
実

保
育
・
教
育
環
境
の
充
実

働
く
場
の
確
保
の
見
通
し

放
射
線
量
の
低
下
の
見
通
し

、

除
染
成
果
の
状
況

ど
の
程
度
の
住
民
が
戻
る
か
の

状
況

中
間
貯
蔵
施
設
の
情
報

原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
に

関
す
る
情
報

（
事
故
収
束
や

廃
炉
の
状
況

）

放
射
線
の
人
体
へ
の
影
響
に

関
す
る
情
報

帰
還
困
難
区
域
内
の
復
旧
・
復
興

計
画
・
「

特
定
復
興
再
生
拠
点
区

域
復
興
再
生
計
画

」
の
進
捗

更
な
る
公
営
住
宅
の
整
備

住
宅
確
保
の
支
援
に
関
す
る
情
報

防
犯
・
防
火
対
策
の
強
化

有
害
鳥
獣
対
策
の
強
化

町
内
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
活
動
・

生
涯
学
習
機
会
の
創
出

そ
の
他

現
時
点
で
は
ど
の
よ
う
な
情
報
が

あ
れ
ば
判
断
で
き
る
か

わ
か
ら
な
い

無
回
答

14.1

45.5
54.0

33.2

12.3
18.3

24.7
32.4

16.7

26.2

15.7 18.0
10.3

19.3
24.2 21.3

9.0
4.1 4.4

9.5

0%

20%

40%

60%

80%

100%
n = 389

公
共
交
通
機
関
の
充
実

医
療
機
関

（
診
療
科

）
の
拡
充

介
護
・
福
祉
施
設
の
充
実

保
育
・
教
育
環
境
の
充
実

商
業
施
設
の
充
実

放
射
線
量
の
低
下
の
見
通
し

、

除
染
成
果
の
状
況

ど
の
程
度
の
住
民
が
戻
る
か
の

状
況

中
間
貯
蔵
施
設
の
情
報

原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
に

関
す
る
情
報

（
事
故
収
束
や

廃
炉
の
状
況

）

放
射
線
の
人
体
へ
の
影
響
に

関
す
る
情
報

働
く
場
の
確
保
の
見
通
し

公
営
住
宅
・
居
住
環
境
の
整
備

住
宅
確
保
へ
の
支
援
に
関
す
る

情
報

有
害
鳥
獣
対
策
の
強
化

帰
還
困
難
区
域
内
の
復
旧
・
復
興

計
画
・
「

特
定
復
興
再
生
拠
点
区

域
復
興
再
生
計
画

」
の
進
捗

村
内
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
活
動
・

生
涯
学
習
機
会
の
創
出

そ
の
他

現
時
点
で
家
族
間
の
意
見
が

分
か
れ
て
お
り

、
帰
還
意
向
に

つ
い
て
回
答
で
き
な
い

現
時
点
で
は
ど
の
よ
う
な
情
報
が

あ
れ
ば
判
断
で
き
る
か

わ
か
ら
な
い

無
回
答

22.6

45.2

29.0

9.7

24.2
16.1

21.0

6.5
12.9 9.7

19.4

4.8
12.9

19.4
12.9

3.2 1.6
9.7 9.7 11.3

0%

20%

40%

60%

80%

100%
n = 62
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浪
江
町 

［ 問 1９ ］ 

 

大
熊
町 

［ 問１４－１ ］ 

 

南
相
馬
市 

［ 問２１ ］ 

 

 

  

避
難
指
示
解
除
と
な
る
時
期
の

目
安
に
関
す
る
情
報

事
業
再
開
の
目
途

就
労
の
支
援
情
報
の
提
供

元
の
住
宅
の
住
宅
修
繕
に
関
す
る

情
報

住
宅
確
保
へ
の
支
援
に
関
す
る

情
報

バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
の

復
旧
時
期
の
目
途

医
療
・
介
護
の
復
旧
時
期
の
目
途

商
業
や
サ
ー

ビ
ス
業
な
ど
の

施
設
の
復
旧
時
期
の
目
途

学
校
な
ど
の
教
育
環
境
の
復
旧

時
期
の
目
途

ど
の
程
度
の
住
民
が
戻
る
か
の

状
況

放
射
線
量
の
低
下
の
目
途

、

除
染
成
果
の
状
況

放
射
線
の
人
体
へ
の
影
響
に

関
す
る
情
報

中
間
貯
蔵
施
設
の
情
報

原
子
力
発
電
所
に
関
す
る
情
報

（
事
故
収
束
や
廃
炉
の
状
況

）

現
時
点
で
は
ど
の
よ
う
な
情
報
が

あ
れ
ば
判
断
で
き
る
か

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

12.8
3.8

12.1 11.7

24.4
16.0

55.1

34.7

5.8

35.7

26.4
21.4 18.5

26.4

5.7 6.3
11.7

0%

20%

40%

60%

80%

100%
n = 914

帰
還
困
難
区
域
の
避
難
指
示

解
除
と
な
る
時
期
の
目
安
に

関
す
る
情
報

病
院

、
道
路

、
公
共
交
通
な
ど
の

社
会
基
盤

（
イ
ン
フ
ラ

）
の

復
旧
時
期
の
目
途

ど
の
程
度
の
住
民
が
戻
る
か
の

状
況

放
射
線
量
の
低
下
の
目
途

、

除
染
成
果
の
状
況

中
間
貯
蔵
施
設
の
情
報

原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
に

関
す
る
情
報

（
事
故
収
束
や

廃
炉
の
状
況

）

放
射
線
の
人
体
へ
の
影
響
に

関
す
る
情
報

働
く
場
の
確
保
の
目
途

賠
償
額
の
確
定

住
宅
確
保
へ
の
支
援
に
関
す
る

情
報

幼
稚
園

、
保
育
所

、
小
学
校

、

中
学
校
に
関
す
る
情
報

そ
の
他

無
回
答

39.1

67.0

42.4 39.9

23.6

36.0

25.9
31.0 27.5

41.8

13.6
7.7 9.2

0%

20%

40%

60%

80%

100%
n = 509

公
共
交
通
機
関
の
状
況

医
療
機
関

（
診
療
科

）
の
状
況

介
護
・
福
祉
施
設
の
状
況

保
育
・
教
育
環
境
の
状
況

商
業
施
設
の
状
況

放
射
線
量
の
低
下
の
見
通
し

、

除
染
成
果
の
状
況

ど
の
程
度
の
住
民
が
戻
る
か
の

状
況

中
間
貯
蔵
施
設
に
関
す
る
情
報

原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
に

関
す
る
情
報

（
廃
炉
作
業
の

状
況

）

放
射
線
の
人
体
へ
の
影
響
に

関
す
る
情
報

働
く
場
の
確
保
の
見
通
し

公
営
住
宅
・
居
住
環
境
の
状
況

住
宅
確
保
へ
の
支
援
に
関
す
る

情
報

有
害
鳥
獣
対
策
の
強
化

町
内
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
活
動
・

生
涯
学
習
機
会
の
創
出

そ
の
他

現
時
点
で
家
族
間
の
意
見
が

分
か
れ
て
お
り

、
帰
還
意
向
に

つ
い
て
回
答
で
き
な
い

現
時
点
で
は
ど
の
よ
う
な
情
報
が

あ
れ
ば
判
断
で
き
る
か

わ
か
ら
な
い

無
回
答

24.4

53.5

38.7

10.1

35.9

22.6 19.4
12.9

31.8

15.2
20.3

7.8
12.0

19.4

6.9 6.5 8.3
4.6

8.3

0%

20%

40%

60%

80%

100%
n = 217
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３－２－９  帰還しないと決めている理由〔帰還しない方〕 

 

 

※帰還意向で「戻らないと決めている」と回答した世帯のみ集計対象 
※富岡町は、帰還意向で「戻りたいが、戻ることができない」「戻らないと決めている」と回答した世帯への

設問だが、「戻らないと決めている」と回答した世帯のみを抽出して集計 
※南相馬市は、帰還意向で「まだ判断がつかない」「戻らないと決めている」と回答した世帯への設問だが、「戻

らないと決めている」と回答した世帯のみを抽出して集計 

双
葉
町 

［ 問１４－1 ］ 

 

富
岡
町 

［ 問２４ ］ 

 

葛
尾
村 

［ 問２１ ］ 

 

 【帰還の前提・健康に関わるもの】  【双葉町内の復旧状況に関わるもの】  【今後の生活に関わるもの】

放
射

線
量
が

低
下
せ

ず
不
安

が

あ
る

か
ら

原
子

力
発
電

所
の
安

全
性
に

不
安

が
あ
る

か
ら

中
間

貯
蔵
施

設
の
安

全
性
に

不
安
が

あ
る

か
ら

水
道

水
な
ど

の
生
活

用
水
の

安
全

性
に
不

安
が
あ

る
か
ら

双
葉

町
に
戻

っ
て
も

仕
事
が

な
さ

そ
う
だ

か
ら

双
葉

町
で
の

事
業
の

再
開
が

難
し

い
か
ら

営
農

な
ど
が

で
き
そ

う
に
な

い
か
ら

家
が

汚
損
・

劣
化
し

、
住
め

る

状
況

で
は
な

い
か
ら

鳥
獣

に
よ
る

被
害
が

あ
る
か

ら

双
葉

町
外
へ

の
移
動

交
通
が

不
便

だ
か
ら

道
路

、
バ
ス

等
の
交

通
イ
ン

フ
ラ
に

不
安

が
あ
る

か
ら

医
療

環
境
に

不
安
が

あ
る
か

ら

介
護

・
福
祉

サ
ー

ビ

ス
に
不

安
が

あ
る

か
ら

教
育

環
境
に

不
安
が

あ
る
か

ら

生
活

に
必
要

な
商
店

な
ど
が

元
に

戻
り
そ

う
に
な

い
か
ら

避
難

先
で
自

宅
を
購

入
ま
た

は

建
築

し

、
将

来
も
継

続
的
に

居
住

す
る
予

定
だ
か

ら

避
難

先
の
住

居

（
持

ち
家
以

外

）
を

生
活

拠
点
と

し

、
将

来
も
継

続
的
に

居
住

す
る
予

定
だ
か

ら

高
齢

者
・
要

介
護
者

の
い
る

世
帯

な
の

で
生
活

が
不
安

だ
か
ら

他
の

住
民
も

戻
り
そ

う
に
な

い
か
ら

今
後

も
津
波

被
害
を

受
け
る

可
能

性
が
あ

る
か
ら

特
定

復
興
再

生
拠
点

区
域
外

の

避
難

指
示
解

除
が
見

通
せ
な

い
か
ら

避
難

先
で
仕

事
を
見

つ
け
て

い
る

か
ら

今
の

環
境
で

子
ど
も

の
教
育

を

継
続

さ
せ
た

い
か
ら

避
難

先
の
方

が

、
生

活
利
便

性
が

高
い

か
ら

そ
の

他

無
回

答

26.2 27.4
20.4

31.0

13.7
5.2 7.2

25.7

11.6
16.2 13.5

45.7

24.7

6.1

34.1

56.6

19.1 18.1 16.8

3.2
7.4

13.2
9.2

39.5

11.2
6.9

0%

20%

40%

60%

80%

100%
n = 904

【健康に関わるもの】 【町内の復旧状況に関わるもの】 【今後の生活に関わるもの】

放
射

線
量
が

低
下
せ

ず
不
安

だ
か
ら

原
子

力
発
電

所
の
安

全
性
に

不
安

が
あ
る

か
ら

水
道

水
な
ど

の
生
活

用
水
の

安
全

性
に
不

安
が
あ

る
か
ら

自
宅

が
帰
還

困
難
区

域
内
だ

か
ら

富
岡

町
に
戻

っ
て
も

仕
事
が

な
さ

そ
う
だ

か
ら

富
岡

町
で
の

事
業
の

再
開
が

難
し

い
か
ら

営
農

な
ど
が

で
き
そ

う
に
な

い
か
ら

家
が

汚
損
・

劣
化
し

、
住
め

る

状
況

で
は
な

い
か
ら

公
営

住
宅
が

不
足
し

て
い
る

か
ら

富
岡

町
外
へ

の
移
動

交
通
が

不
便

だ
か
ら

道
路

、
鉄
道

等
の
交

通
イ
ン

フ
ラ
に

不
安

が
あ
る

か
ら

医
療

環
境
に

不
安
が

あ
る
か

ら

介
護

・
福
祉

サ
ー

ビ

ス
に
不

安
が

あ
る

か
ら

教
育

環
境
に

不
安
が

あ
る
か

ら

生
活

に
必
要

な
商
業

施
設
な

ど
が

不
足

し
て
い

る
か
ら

高
齢

者
・
要

介
護
者

の
い
る

世
帯

な
の

で
生
活

が
不
安

だ
か
ら

子
供

の
遊
び

場

（
屋

内
・
屋

外

）
が

無
い

か
ら

他
の

住
民
も

戻
り
そ

う
に
な

い
か
ら

津
波

被
害
を

受
け
る

可
能
性

が

あ
る

か
ら

鳥
獣

に
よ
る

被
害
が

心
配
だ

か
ら

避
難

先
で
仕

事
を
見

つ
け
て

い
る

か
ら

今
の

環
境
で

子
ど
も

の
教
育

を

継
続

さ
せ
た

い
か
ら

避
難

先
の
方

が

、
生

活
利
便

性
が

高
い

か
ら

す
で

に
生
活

基
盤
が

で
き
て

い
る

か
ら

そ
の

他

無
回

答

15.5
23.6

15.8 15.7
10.0

4.3 3.7
12.1

0.8

13.2
6.2

29.9

15.7

5.6

23.1
17.8
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40.2
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0%

20%

40%

60%

80%

100%
n = 1,474

【健康に関わるもの】 【村内の復旧状況に関わるもの】 【今後の生活に関わるもの】

放
射
線
量
が
低
下
せ
ず
不
安
だ
か
ら

原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
に

不
安
が
あ
る
か
ら

水
道
水
な
ど
の
生
活
用
水
の

安
全
性
に
不
安
が
あ
る
か
ら

帰
還
困
難
区
域
内
だ
か
ら

葛
尾
村
に
戻

っ
て
も
仕
事
が

な
さ
そ
う
だ
か
ら

葛
尾
村
で
の
事
業
の
再
開
が

難
し
い
か
ら

営
農
な
ど
が
で
き
そ
う
に
な
い
か
ら

家
が
汚
損
・
劣
化
し

、
住
め
る

状
況
で
は
な
い
か
ら

公
営
住
宅
の
整
備
が
進
ん
で
い
な
い

か
ら

葛
尾
村
外
へ
の
移
動
交
通
が

不
便
だ
か
ら

道
路

、
鉄
道
等
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
に

不
安
が
あ
る
か
ら

医
療
環
境
に
不
安
が
あ
る
か
ら

介
護
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
不
安
が

あ
る
か
ら

保
育
・
教
育
環
境
に
不
安
が

あ
る
か
ら

生
活
に
必
要
な
商
業
施
設
な
ど
が

元
に
戻
り
そ
う
に
な
い
か
ら

高
齢
者
・
要
介
護
者
の
い
る
世
帯

な
の
で
生
活
が
不
安
だ
か
ら

子
供
の
遊
び
場

（
屋
内
・
屋
外

）
が

無
い
か
ら

他
の
住
民
も
戻
り
そ
う
に
な
い
か
ら

鳥
獣
に
よ
る
被
害
が
心
配
だ
か
ら

帰
還
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
か
ら

避
難
先
で
仕
事
を
見
つ
け
て

い
る
か
ら

今
の
環
境
で
子
ど
も
の
教
育
を

継
続
さ
せ
た
い
か
ら

避
難
先
の
方
が

、
生
活
利
便
性
が

高
い
か
ら

す
で
に
生
活
基
盤
が
で
き
て

い
る
か
ら

そ
の
他

無
回
答
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浪
江
町 

［ 問２２ ］ 

 

大
熊
町 

［ 問１６－１ ］ 

 

南
相
馬
市 

［ 問２０ ］ 

 

 

  

【健康に関わるもの】 【町内の復旧状況に関わるもの】 【今後の生活に関わるもの】

放
射
線
量
が
低
下
せ
ず
不
安
だ
か
ら

原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
に

不
安
が
あ
る
か
ら

水
道
水
な
ど
の
生
活
用
水
の

安
全
性
に
不
安
が
あ
る
か
ら

自
宅
が
帰
還
困
難
区
域
内
だ
か
ら

浪
江
町
に
戻

っ
て
も
仕
事
が

な
さ
そ
う
だ
か
ら

浪
江
町
で
の
事
業
の
再
開
が

難
し
い
か
ら

営
農
な
ど
が
で
き
そ
う
に
な
い
か
ら

家
が
汚
損
・
劣
化
し

、
住
め
る

状
況
で
は
な
い
か
ら

公
営
住
宅
の
整
備
が
進
ん
で
い
な
い

か
ら

浪
江
町
外
へ
の
移
動
交
通
が

不
便
だ
か
ら

道
路

、
鉄
道
等
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
に

不
安
が
あ
る
か
ら

医
療
環
境
に
不
安
が
あ
る
か
ら

介
護
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
不
安
が

あ
る
か
ら

保
育
・
教
育
環
境
に
不
安
が

あ
る
か
ら

生
活
に
必
要
な
商
業
施
設
な
ど
が

不
足
し
て
い
る
か
ら

元
の
住
家
を
解
体
し
て
お
り

、

戻
る
家
が
な
い
か
ら

高
齢
者
・
要
介
護
者
の
い
る
世
帯

な
の
で
生
活
が
不
安
だ
か
ら

子
ど
も
の
遊
び
場

（
屋
内
・
屋
外

）

が
無
い
か
ら

他
の
住
民
も
戻
り
そ
う
に
な
い
か
ら

今
後
の
津
波
被
害
を
受
け
る

可
能
性
が
あ
る
か
ら

鳥
獣
に
よ
る
被
害
が
心
配
だ
か
ら

避
難
先
で
仕
事
を
見
つ
け
て

い
る
か
ら

今
の
環
境
で
子
ど
も
の
教
育
を

継
続
さ
せ
た
い
か
ら

避
難
先
の
方
が

、
生
活
利
便
性
が

高
い
か
ら

す
で
に
生
活
基
盤
が
で
き
て

い
る
か
ら

そ
の
他

無
回
答
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n = 1,921

【帰町の前提・健康に関わるもの】 【町内の復旧状況に関わるもの】 【今後の生活に関わるもの】

放
射
線
量
が
低
下
せ
ず
不
安
だ
か
ら

原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
に

不
安
が
あ
る
か
ら

水
道
水
な
ど
の
生
活
用
水
の

安
全
性
に
不
安
が
あ
る
か
ら

中
間
貯
蔵
施
設
が
整
備
さ
れ
る
か
ら

原
子
力
発
電
所
の
廃
炉
作
業
が

行
わ
れ
て
い
る
か
ら

特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
外
で
あ
り

解
除
の
見
通
し
が
立

っ
て
い
な
い

か
ら

大
熊
町
に
戻

っ
て
も
仕
事
が

な
さ
そ
う
だ
か
ら

大
熊
町
で
の
事
業
の
再
開
が

難
し
い
か
ら

営
農
再
開
に
不
安
が
あ
る
か
ら

家
が
汚
損
・
劣
化
し

、
住
め
る

状
況
で
は
な
い
か
ら

大
熊
町
外
へ
の
移
動
交
通
が

不
便
だ
か
ら

道
路

、
鉄
道
等
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
に

不
安
が
あ
る
か
ら

医
療
環
境
に
不
安
が
あ
る
か
ら

介
護
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
不
安
が

あ
る
か
ら

教
育
環
境
に
不
安
が
あ
る
か
ら

生
活
に
必
要
な
商
業
施
設
な
ど
が

不
足
し
て
い
る
か
ら

高
齢
者
・
要
介
護
者
の
い
る
世
帯

な
の
で
生
活
が
不
安
だ
か
ら

子
供
の
遊
び
場

（
屋
内
・
屋
外

）
が

無
い
か
ら

他
の
住
民
も
戻
り
そ
う
に
な
い
か
ら

今
後
の
津
波
被
害
を
受
け
る

可
能
性
が
あ
る
か
ら

帰
町
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
か
ら

避
難
先
で
仕
事
を
見
つ
け
て

い
る
か
ら

今
の
環
境
で
子
ど
も
の
教
育
を

継
続
さ
せ
た
い
か
ら

避
難
先
の
方
が

、
生
活
利
便
性
が

高
い
か
ら

す
で
に
生
活
基
盤
が
で
き
て

い
る
か
ら

そ
の
他

無
回
答

21.7 22.5 22.1 20.8 18.6
12.3 14.1
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20%
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60%
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n = 1,261

【原発・健康不安に関わるもの】 【復興・復旧状況に関わるもの】 【今後の生活に関わるもの】

放
射

線
量

の
低

下

、
除

染
の

効
果
に

不
安

が
あ

る
か

ら

放
射

線
に

よ
る

人
体
へ

の
影

響
に

不
安

が
あ

る
か

ら

原
子

力
発

電
所

の
安
全

性

（
廃
炉

作
業

の
難

航

）
に
不
安

が
あ

る
か
ら

中
間

貯
蔵

施
設

建
設
に

遅
れ

が

あ
る

か
ら

水
道

水
な

ど
の

生
活
用

水
の

安
全

性
に

不
安

が
あ
る

か
ら

南
相

馬
市

に
戻

っ
て
も

仕
事

が

な
さ

そ
う

だ
か

ら

南
相

馬
市

で
の

事
業
の

再
開

が

難
し

い
か

ら

営
農

な
ど

が
で

き
そ
う

に
な

い
か
ら

家
が

汚
損

・
劣

化
し

、
住
め

る

状
況

で
は

な
い

か
ら

道
路

・
鉄

道
等

の
交
通

イ
ン

フ
ラ
に

不
安

が
あ

る
か

ら

医
療

環
境

に
不

安
が
あ

る
か

ら

介
護

・
福

祉
サ
ー

ビ
ス

に
不

安
が

あ
る

か
ら

教
育

環
境

に
不

安
が
あ

る
か

ら

生
活

に
必

要
な

商
業
施

設
な

ど
が

元
に

戻
り

そ
う

に
な
い

か
ら

す
で

に
恒

久
的

住
宅
を

取
得

し
た

か
ら

他
の

住
民

も
戻

り
そ
う

に
な

い
か
ら

津
波

被
害

に
よ

り
災
害

危
険

区
域
に

指
定

さ
れ

自
宅

に
戻
れ

な
い

か
ら

避
難

先
で

仕
事

を
見
つ

け
て

い
る

か
ら

今
の

環
境

で
子

ど
も
の

教
育

を

継
続

さ
せ

た
い

か
ら

避
難

先
の

方
が

、
生
活

便
利

性
が

高
い

か
ら

す
で

に
生

活
基

盤
が
で

き
て

い
る

か
ら

家
族

間
で

の
意

見
が
分

か
れ

て

お
り

、
帰

還
意

向
に
つ

い
て

回
答

で
き

な
い

そ
の

他

無
回

答
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３－２－10 帰還しない場合に居住を希望する自治体〔帰還しない方〕 

 

 

※対象町：富岡町、葛尾村、浪江町、大熊町 
※帰還意向で「戻らないと決めている」と回答した世帯のみ集計対象 
※富岡町は、帰還意向で「戻りたいが、戻ることができない」「戻らないと決めている」と回答した世帯への

設問だが、「戻らないと決めている」と回答した世帯のみを抽出して集計 

富
岡
町 

［ 問２６ ］ 

 

葛
尾
村 

［ 問２３ ］ 

 

浪
江
町 

［ 問２３ ］ 

 

大
熊
町 

［ 問１６－４ ］ 

 

浜
通
り

中
通
り

会
津

福
島
県
外

無
回
答
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わ
き
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二
本
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田
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達
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本
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市

桑
折
町

川
俣
町

大
玉
村

西
郷
村

三
春
町

会
津
若
松
市

喜
多
方
市

会
津
美
里
町

福
島
県
内
の

そ
の
他
の
市
町
村

福
島
県
外

決
め
か
ね
て
い
る

無
回
答
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-
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市
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多
方
市

会
津
美
里
町

福
島
県
内
の

そ
の
他
の
市
町
村

福
島
県
外

決
め
か
ね
て
い
る

無
回
答
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の
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市
町
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無
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答
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３－２－11 帰還しない場合に今後の住まいとして希望する住居形態〔帰還しない方〕 

 

 

※対象市町村：富岡町、葛尾村、浪江町、大熊町 
※帰還意向で「戻らないと決めている」と回答した世帯のみ集計対象 
※富岡町は、帰還意向で「戻りたいが、戻ることができない」「戻らないと決めている」と回答した世帯への

設問だが、「戻らないと決めている」と回答した世帯のみを抽出して集計 

富
岡
町 

［ 問２７ ］ 

 

葛
尾
村 

［ 問２４ ］ 

 

浪
江
町 

［ 問２４ ］ 

 

大
熊
町 

［ 問１６－５ ］ 

 

凡　例

n = 1,474

(%)

64.8 5.2

0.9

4.7 6.8

0.3

4.1

0.5 0.8 2.3

9.6

持ち家

（一戸建）

持ち家

（集合住宅）

民間賃貸住宅

（一戸建）

民間賃貸住宅

（集合住宅）

公営住宅

給与住宅

（社宅、公務員

宿舎など）

家族の

どなたかの

お住まい・実家

親戚・

知人宅 その他

現時点

では判断

できない 無回答

凡　例

n = 83

(%)

71.1 3.6

1.2

10.8 4.8

2.4

6.0

持ち家

（一戸建）

持ち家

（集合住宅）

民間賃貸住宅

（一戸建）

民間賃貸住宅

（集合住宅）

公営住宅

給与住宅

（社宅、公務員

宿舎など）

家族の

どなたかの

お住まい・実家

親戚・

知人宅 その他

現時点

では判断

できない 無回答

凡　例

n = 1,921

(%)

67.2 3.8

0.9 2.7

9.0

0.1

4.2

0.4 2.7

9.1

持ち家

（一戸建）

持ち家

（集合住宅）

民間賃貸住宅

（一戸建）

民間賃貸住宅

（集合住宅）

公営住宅

給与住宅

（社宅、公務員

宿舎など）

家族の

どなたかの

お住まい・実家

親戚・

知人宅 その他 無回答

凡　例

n = 1,261

(%)

64.1 6.2

1.3

5.6

1.5

3.5

0.5 2.2 0.6 2.0

12.7

持ち家

（一戸建）

持ち家

（マンションなど）

民間賃貸住宅

（一戸建）

民間賃貸住宅

（アパート・

マンションなど）

公営住宅

（一戸建）

公営住宅

（アパート・

マンションなど）

給与住宅

（社宅など）

家族の

どなたかの
お住まい

親戚・

知人宅 その他 無回答
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３－２－12 帰還しない場合に今後の生活において必要な支援〔帰還しない方〕 

 

 

※対象市町村：双葉町、富岡町、浪江町、大熊町 
※帰還意向で「戻らないと決めている」と回答した世帯のみ集計対象 
※富岡町は、帰還意向で「戻りたいが、戻ることができない」「戻らないと決めている」と回答した世帯への

設問だが、「戻らないと決めている」と回答した世帯のみを抽出して集計 

双
葉
町 

［ 問１４－2 ］ 

 

富
岡
町 

［ 問２８ ］ 

 

浪
江
町 

［ 問２５（２） ］ 

 

継
続
的
な
健
康
管
理
の
支
援

雇
用
確
保
の
支
援

借
り
上
げ
住
宅
の
継
続
的

利
用

役
場
か
ら
の
継
続
的
な

情
報
提
供

一
時
帰
宅
支
援

そ
の
他

無
回
答

54.4

3.2
9.2

71.0

32.0

6.7 9.6

0%

20%

40%

60%

80%

100%
n = 904

町
外
で
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
の

継
続

（
申
請
受
付
窓
口
や

検
診

、
健
康
相
談
等

）

町
外
で
の
事
業
再
開
へ
の

サ
ポ
ー

ト

町
外
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の

運
営
サ
ポ
ー

ト

（
広
域
自
治
会
等

）

町
外
に
お
け
る
交
流
の
場
の

整
備
・
継
続

（
交
流
サ
ロ
ン
等

）

放
射
線
管
理
の
徹
底

（
内
部

被
ば
く
検
査

、
健
康
手
帳

、

線
量
計
配
布
等

）

放
射
線
に
関
す
る
学
習
会
や

相
談
会
の
開
催

町
内
不
動
産
の
維
持
管
理

（
見
守
り
や
草
刈
り
等

）
に

関
す
る
サ
ポ
ー

ト

町
内
不
動
産
の
有
効
利
用

（
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク

等

）
に
関
す
る
サ
ポ
ー

ト

継
続
的
な
町
か
ら
の

情
報
提
供

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

47.8

2.4
6.2

12.8
9.0

2.2

32.6
25.2

50.1

2.4

12.0 11.7

0%

20%

40%

60%

80%

100%
n = 1,474

浪
江
町
の
情
報
の
提
供

賠
償
請
求
に
関
す
る
支
援

住
宅
再
建
の
支
援
情
報
の

提
供

町
内
で
の
就
労
支
援
情
報
の

提
供

交
流
の
場
の
開
催

支
援
は
特
に
い
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

65.5

26.4

5.2
1.6

15.5
11.1

3.2

15.3

0%

20%

40%

60%

80%

100%
n = 1,921
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大
熊
町 

［ 問１６－３ ］ 

 

 

  

継
続
的
な
健
康
管
理
の
支
援

雇
用
確
保
の
支
援

役
場
か
ら
の
継
続
的
な

情
報
提
供

イ
ベ
ン
ト
や
交
流
の
場
の

開
催

一
時
帰
宅
支
援

そ
の
他

無
回
答

45.8

4.9

64.4

12.5
20.9

9.1
14.8

0%

20%

40%

60%

80%

100%
n = 1,261
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３－２－13 町との「つながり」を保ちたいか 

 

 

※対象町：双葉町、富岡町、大熊町 
※帰還意向で「まだ判断がつかない」「戻らないと決めている」と回答した世帯のみ集計対象 
※富岡町は、帰還意向で「まだ判断がつかない」「戻りたいが、戻ることができない」「戻らないと決めてい

る」と回答した世帯への設問だが、「まだ判断がつかない」「戻らないと決めている」と回答した世帯のみ
を抽出して集計 

双
葉
町 

［ 問１３－1 ］ 

 

富
岡
町 

［ 問２３・問２５ ］ 

 

大
熊
町 

［ 問１５－１ ］ 

 

 

 

 

凡　例

n = 1,275

(%)

66.2 4.9 21.6 7.3

そう思う そう思わない わからない 無回答

凡　例

n = 1,863

(%)

53.3 8.9 28.2 9.6

そう思う そう思わない わからない 無回答

凡　例

n = 1,770

(%)

80.6 10.7 8.7

そう思う そう思わない 無回答



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

令和３年度 

福島県の原子力災害による 

避難指示区域等の住民意向調査 

全体報告書 

 

令和４年３月 

復興庁 

調査機関：株式会社サ－ベイリサ－チセンタ－ 
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